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令和元年第３回天城町議会定例会議事日程（第１号） 

令和元年９月３日（火曜日）午前10時開議 

 

      開会（開議） 

○日程第１ 会議録署名議員の指名 

○日程第２ 会期の決定 

○日程第３ 諸報告 

      （１） 諸般の報告 

      （２） 行政報告 

      （３） 報告第３号の報告 

○日程第４ 一般質問 

      吉村 元光 議員 

      大澤皓一郎 議員 

      奥  好生 議員 

      喜入伊佐男 議員 

      散会 
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１．出席議員（１４名） 

  議席番号    氏   名      議席番号    氏   名 

    １番  平 岡 寛 次 君      ２番  喜 入 伊佐男 君 

    ３番  吉 村 元 光 君      ４番  奥   好 生 君 

    ５番  昇   健 児 君      ６番  大 澤 皓一郎 君 

    ７番  久 田 高 志 君      ８番  秋 田 浩 平 君 

    ９番  上 岡 義 茂 君     １０番  松 山 善太郎 君 

   １１番  前 田 芳 作 君     １２番  柏 井 洋 一 君 

   １３番  平 山 栄 助 君     １４番  武 田 正 光 君 

 

１．職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

 議会事務局長 藤 井 恒 利 君   議会事務局書記 宇 都 克 俊 君 

 

１．説明のため出席した者の職氏名 

  職  名     氏   名      職  名    氏   名 

 町 長 森 田 弘 光 君   教 育 長 春   利 正 君 

 教委総務課長 基 田 雅 美 君   会 計 課 長 張 本 康 二 君 

 社会教育課長 神 田 昌 宏 君   総 務 課 長 米 村   巌 君 

 税 務 課 長 岸   恭 聖 君   企 画 課 長 前 田 好 之 君 

 保健福祉課長 碇 本 順 一 君   建 設 課 長 昇   浩 二 君 

 水 道 課 長 柚 木 洋 佐 君   農業委員会事務局長 上 松 重 友 君 

 農 政 課 長 福   健吉郎 君   農地整備課長 大 久 明 浩 君 

 町民生活課長 森 田 博 二 君   商工水産観光課長 祈   清次郎 君 

 選挙管理委員会書記長 山 田 悦 和 君   総務課長補佐 中 村 慶 太 君 
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△ 開会（開議）午前１０時００分 

 

○議長（武田 正光議員）   

 ただいまから令和元年第３回天城町議会定例会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 直ちに本日の日程に入ります。 

 

△ 日程第１ 会議録署名議員の指名 

 

○議長（武田 正光議員）   

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、平山栄助君及び平岡寛次

君を指名します。 

 

△ 日程第２ 会期の決定 

 

○議長（武田 正光議員）   

 日程第２、会期決定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から９月２０日までの１８日間にしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

     （「異議なし」と呼ぶ者あり。） 

○議長（武田 正光議員）   

 異議なしと認めます。よって、会期は、本日から９月２０日までの１８日間に決

定しました。 

 

△ 日程第３ 諸報告 

 

○議長（武田 正光議員）   

 日程第３、諸報告を行います。 

 初めに、私議長より令和元年第３回臨時議会以降、本定例会までの閉会中の諸会

合、並びに諸般の行事等について報告を行います。 

 議長の動静等については、お手元に配付してありますので、お目通しをいただい

て報告にかえさせていただきたいと思います。 
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 次に、本日議案が町長より１７件提出されました。よって、議案はその件名一覧

表とともにお手元に配付してあります。 

 条例の制定、一部改正、予算の補正、平成３０年度決算審査などがありますが、

慎重に御審議の上、適切な御判断をお願いしたいと思います。 

 次に、天城町監査委員より令和元年８月分までの例月出納検査の結果、適正に処

理されているとの報告がなされています。 

 以上で、議長の報告を終わります。 

 次に、町長から行政報告及び報告第３号、平成３０年度健全化判断比率の報告に

ついての申し出がありましたので、これを許可します。 

○町長（森田 弘光君）   

 皆さん、おはようございます。 

 それでは、行政報告をさせていただきます。 

 ７月２６日の第３回臨時会以降、主な行政につきまして報告させていただきます。 

 ７月２８日、クルーズ船「ぱしふぃっくびーなす号」歓迎セレモニー及び歓迎、

闘牛大会。 

 ７月３１日、地域おこし協力隊員卒業証書授与式。 

 ８月１日、天城町南部地区デマンド型交通「ユイ結いバス」出発式、天城町糖業

振興会総会、徳之島ライオンズクラブ定例会が本町でありましたので、交流会に参

加しております。 

 ８月２日、職員全体朝礼。 

 ８月４日、第４５回あまぎ祭・ボートレース大会、山梨県韮崎工業高等学校並び

に樟南高等学校レスリング部合同合宿をいたしております。歓迎のため、歓迎、そ

して特産品の贈呈式を行いました。 

 ８月５日、天城町総合教育会議。 

 ８月６日、農業者年金受給者総会、さとうきび夏植え出発式。 

 ８月７日、鹿児島市におきまして離島行政懇談会。 

 ８月８日、同じく市町村長防災研修会及び市町村政研修会。 

 ８月９日、クリーンセンターにつきまして地域女性連との意見交換会。 

 ８月１６日、農業センター運営委員会・研修生選考委員会、第４５回あまぎ祭安

全祈願祭、矢沢永吉徳之島シークレットライブ無料試写会。 

 ８月１７日、第１７回商工会杯グランド・ゴルフ大会、同じくちびっこＢ＆Ｇフ

ェスタ。 

 ８月１８日、第４５回あまぎ祭。 

 ８月１９日、ＪＡＬ国内路線事業本部路線計画担当部長外２氏来庁いたしており
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ます。職員研修会、接遇を中心として行っております。 

 ８月２０日、徳之島愛ランドクリーンセンター施設整備基本構想策定検討委員会、

そして、「みんなで考えるゴミ処理の明日」シンポジウム。 

 ８月２１日、県庁用務。 

 ８月２２日、東京におきましてホストタウンにかかわります中米８カ国地域合同

調印式に臨んでおります。 

 ８月２３日、鹿児島県市町村課研修生一行来庁、研修が行われております。 

 ８月２４日、徳之島３町民謡大会。 

 ８月２６日、民生委員・児童委員推薦会に伴う推薦会委員への委嘱状交付。 

 ８月２７日、徳之島地区森林組合通常総会、徳之島地域土木事業連絡協議会、天

城町子ども・子育て会議委嘱状交付、クリーンセンター施設に関する西目手久住民

説明会。 

 ８月２８日、鹿児島市におきまして地方自治振興促進懇談会。 

 ８月２９日、天城町肉用牛振興会総会並びに園芸部会総会、職員を対象に交通安

全法令講習会。 

 ９月１日、徳之島３町郷友会（鹿児島市）。 

 ９月２日、職員全体朝礼、農業センター研修生入退所式。 

 以上でございます。 

 続きまして、報告第３号につきまして報告させていただきます。 

 報告第３号、平成３０年度健全化判断比率の報告について御説明いたします。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定に基づき、監査委

員による審査を受けましたので御報告いたします。 

 平成３０年度決算に基づく本町の数値は実質赤字比率及び連携実質赤字比率にお

いては該当ありません。実質公債費比率８．９％、将来負担比率２９．６％となっ

ております。 

 また、意見内容につきましては、審査意見書に記載されております。 

 以上、御報告でございました。 

○議長（武田 正光議員）   

 以上で、諸報告を終わります。 

 

△ 日程第４ 一般質問 

 

○議長（武田 正光議員）   

 日程第４、これより一般質問を行います。 
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 議席ナンバー３番、吉村元光君の一般質問を許します。 

○３番（吉村 元光議員）   

 ＡＹＴをごらんの皆様、こんにちは。 

 残暑厳しいこのごろでありますが、幸いにして、今年はまだ台風も接近もないよ

うでありますが、お盆の時期には本土に台風が接近したため、離島への物資輸送が

途絶え、食料や家畜の飼料の供給に支障を来たしたようであります。改めて危機管

理の重要性を痛感いたしました。 

 それでは、町民の求める行政の実現は議会における活発な論戦の中から生まれる

ことを信じ、先に通告してあります一般質問を行います。 

 １つ目、活力ある町政運営について。 

 その１、住んでよかった暮らし満足度ナンバーワンのまちについてであります。 

 執行部の皆様の明確なる答弁をお願いいたします。 

○議長（武田 正光議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

○町長（森田 弘光君）   

 それでは、吉村元光議員の御質問にお答えいたします。 

 活力ある町政運営について。 

 住んでよかった暮らし満足度ナンバーワンのまちについてということでございま

す。お答えいたします。 

 私は、３月定例会でも施政方針の中で申し述べさせていただきました。住んでよ

かった暮らし満足度ナンバーワンのまちを目標に、大きな７つの柱を掲げ、そして

現場第一、そして公平無私の心で町民の皆様の声に真摯に耳を傾け、未来世代へと

つないでいく天城町の町を目指して努力していきたいと考えております。 

 以上、吉村議員の御質問にお答えいたしました。 

○３番（吉村 元光議員）   

 １回目の答弁をいただきました。順次また質問していきますので、よろしくお願

いします。 

 森田町政が発足しましてから早８カ月が過ぎました。いろいろな施策におきまし

て森田カラーが少し見えてきましたが、ここでいま一度、森田カラーを確認するた

め質問をした次第でございます。 

 まず初めに、町長を初め執行部の皆様へ一つお礼を申し上げたいと思います。私

が３月議会で要請をいたしました学芸員の確保につきまして、今年度の職員採用試

験で学芸員の募集があることに感謝をいたします。今後の教育文化の振興に活躍で

きる人材確保につながっていければと思います。 
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 さて、グローバル経済の動向を考えた場合、保護主義的な政策を打ち出してくる

国があるなどして、それが日本経済へ影響、また我が町の農業生産品、畜産などの

価格にどのような影響が出てくるか注意深く見守りたい状況でございます。 

 我が町は、基幹作物のサトウキビが春先の日照不足により成長遅れが少し目立ち

ますが、今後の成長回復を期待したいと思います。また、少子高齢化で生産人口が

不足するなど、基幹産業の農業にも人手不足の影響が出始めてまいりました。 

 まず初めに伺います。施政方針の中で住んでよかった暮らし満足度ナンバーワン

のまち目標として、５年、１０年先のビジョンを描くとありますが、今後の取り組

みについて、そして考え方をまずお聞かせください。ダブると思いますが、企画課

長、お願いします。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。 

 今の御質問に関しましては、第６次天城町総合振興計画のことだと認識しており

ます。社会情勢が大きく変化する中で、本町においても少子高齢化や人口減少がさ

まざまな課題が生まれております。こうした変化に的確に対応し、町民と町が一体

となって課題解決に取り組んでいく必要があります。そのようなことから、これか

ら１０年間に取り組むべき施策について整理し、誰もが住んでよかったと実感でき

るまちづくりを目指し、第６次天城町総合振興計画を作成いたすものでございます。 

○３番（吉村 元光議員）   

 わかりました。住んでよかった暮らし満足度ナンバーワンのまちは、第６次天城

町総合振興計画の中で構想すると解釈してよろしいでしょうか。 

 ここで、私が思いをはせる、住んでよかった暮らし満足度ナンバーワンのまちに

ついて、少し話してみたいと思います。 

 人はそれぞれ自分、そして子や孫の持続的繁栄を願い、自分に合った地域で暮ら

す場所を求めます。その場所は、まず住居と生活の糧である仕事の確保や航空路等

の交通の利便性、医療・福祉対策、子育て環境の充実、教育のための学校の整備、

そして日々の生活必需品の購入場所があることが必要最低限となります。 

 また、人によっては自然環境や住民同士のお付き合い、助け合い、文化活動にも

価値観を持つ方もおります。全ての町民に機会平等な行政であって、夢と希望が抱

けることが重要でありますが、それには森田町政が掲げる公平無私の政策が一貫さ

れることが重要であります。 

 このように、住んでよかった暮らし満足度ナンバーワンのまち達成のためには幾

つものハードルをクリアする必要があります。また、その掲げた目標がナンバーワ

ンでありますので、なおさらハードルは高くなるのが当然であります。 
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 次に、天城町における大きな問題について考えてみたいと思います。 

 それは人口減少問題であります。 

 我が町は、この１０年間、平成２１年４月１日から去る３１年４月１日までの人

口が６千７９５人から５千９５０人となっております。８４５人の減少でございま

す。大きな集落が２つ消えた規模であります。そして、それは奄美群島の日本復帰

以来続いている奄振事業を活用した農業振興やインフラ整備等を持続的に実施して

きた中での出来事であります。 

 また、天城町は、昭和４５年に第１次天城町総合振興計画を策定して以来、現在

まで第５次にわたる長期的なまちづくり計画を進める中、平成２７年度には国の地

方創生のかけ声に呼応し、天城町まち・ひと・しごと創生総合戦略計画の策定の上、

天城町総合振興計画と一体となる戦略として位置づけ、施策の推進を図ってきてい

るところでございます。 

 しかしながら、この計画で目標とする令和２年の推計人口が６千１１２人であり

ます。既に１４０人割り込んでおります。平成２６年４月１日から平成３１年４月

１日までのこの５年間を見ても４８４人減少しており、人口減少幅は縮小する気配

はありません。毎年１００人近い減少でございます。 

 企画課長へお尋ねいたします。平成２７年に作成されました天城町まち・ひと・

しごと創生総合戦略計画は、天城町の人口動態や年齢階層別人口の分析をし、将来

の人口ビジョンが描かれておりますが、人口減少歯止め対策の取り組み状況と取り

組み結果の概要を御説明をお願いいたします。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。 

 まち・ひと・しごと総合戦略の中では、人口減少の歯止めをかける上で安定した

雇用の創出、そして新しい人の流れをつくる、そして若い世代の結婚・妊娠・出

産・子育ての希望をかなえる、４、地域の担い手を確保し、時代に合った地域づく

りを進めるということになっております。 

 天城町におきましても人口は、議員がおっしゃるように年々減少傾向にあります。

その要因といたしましては、転入転出の社会動態の変化による人口減少と、出生・

死亡による自然動態による人口減少が一番その人口減少に値しているかと思われま

す。 

 その自然動態の中で出生が毎年約４０名程度、死亡にかかわる部分が約１００名

程度ということで、一番の原因は自然動態が人口減少に影響しているものかと考え

ております。 

○３番（吉村 元光議員）   
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 私も状況的にはそのような形だと思っております。 

 私は、天城町まち・ひと・しごと創生総合戦略計画の中で、天城町が目標とする

人口将来展望で、２０２０年・令和２年が６千１１２人、２０４０年・令和２２年

が５千５８８人、２０６０年・令和４２年が５千６１人とありました。天城町が住

む場所として選択してもらえるような大胆で究極的な施策を打たない限り達成は厳

しい数字だと思います。 

 なぜ私がここで人口減少問題を取り上げたかと申しますと、このまま人口減少が

進みますと、農業、商業を初め、全ての産業や小学校、中学校の運営、島内に２つ

ある高等学校の運営、医療施設運営が大変厳しい環境になることが想定されるから

であります。 

 日本創生会議の人口推計によりますと、２０４０年、今から２１年後でございま

すが、天城町の人口は４千１４５人という数値が出されておりました。今から

２１年後に今より千８０５人の人口減少ということは、役場の行政運営の主要財源

の一つであります地方交付税が約６億円減少が考えられます。また、自主財源であ

る町税収入も激減し、財政の縮小で役場職員も今の人数を確保することは難しいこ

とでしょう。行政サービスも大幅な低下を余儀なくされ、大きな経済疲弊も免れな

いことだと思います。 

 私は、このようなことにならないために、住んでよかった。暮らし満足度ナン

バーワンのまちの大きなビジョンの中で、人口減少を食いとめる大胆で強力な対策

を打ってほしいとの思いからこの質問をいたしております。 

 町長にお尋ねいたします。あなたのお考えの住んでよかった暮らし満足度ナン

バーワンの施策の中で、人口減少幅を抑制する大胆な政策を打つお考えはございま

せんか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 経済の活性化、そしてまた生活環境の整備等々、大きな課題はたくさんあるわけ

でありますが、やはりそこで具体的な話ということになりますと、今、日本全国ど

の自治体でも少子高齢化というそういう波の中にあるかというふうに思っておりま

す。 

 そういう中で、やはり本町がしっかりと、生活しやすくて、そして子育てが満足

できる、そのような支援策を、より一層進めていきたいというふうに考え、そして

定住人口を増やす。やはりまた定住人口を増やすということの中では、住宅問題が

解消されないといけませんので、空き家対策をさらに積極的に活用する、さらに町

の町営住宅をしっかりと整備していく、それを加速度的に進めていく、そのような
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施策がまず第一義的には必要であるかというふうに私は考えておりまして、重点的

にそのような形で進めていければというふうに思っております。 

 また、今議員からお話しありました航空路対策とか、いろんないわゆる都市との

交流、そういったものもしっかりと足を確保しておかないと、全くまた魅力のない

島ということになってしまいますので、そういう環境整備もしっかりと整えていけ

ればというふうに考えております。 

○３番（吉村 元光議員）   

 鶏が先か卵が先かのような話になりますが、私は住んでよかった。暮らし満足度

ナンバーワンのまちの施策振興とその実績があれば必然的に人口は増加し得るもの

と思います。また逆に人口を増やすことこそ、住んでよかった。暮らし満足度ナン

バーワンのまちの施策になり得ると思います。 

 歴代の町長の皆さんは、町民の生活文化の向上のために町道、農道を整備し、農

業振興のための農地基盤整備、水産業振興のための港湾整備、商業振興に区画整理、

観光業振興に公園や競技施設整備を、役場も新築し、トライアスロン大会は３２回

継続し、国は徳之島ダム、県は秋利神架橋の新設を実施しました。しかし、人口減

少に歯止めはかかりません。地方の人口減少は国が大都市集中型経済を改めないで

来たのが主因と考えております。 

 国は、２６年度に地方創生を掲げ、地方の経済活性化と人口減少の歯止めに動い

てきました。また、子育て対策として子ども手当、高校授業料の無償化が実施され、

今年度１０月からは幼保無償化が始まります。 

 一方、天城町では、国より早く町費により保育料の完全無料化を実施し、子育て

対策を行ってまいりました。しかし、少子化は既に昭和の時代に始まっております。

人口減少は歯止めが効かず、国や天城町の実施してきた子育て対策は、時既に遅か

った感は否めず、これらの対策が２０年、３０年早かったならば状況は変わったか

とも思います。 

 また、先月に過疎化対策を強力に展開している島根県の邑南町を視察研修する機

会をいただきました。そこである取り組みについて紹介してみたいと思います。 

 そこの邑南町は、多くのＵＩＪターン移住定住を確保した実績のある町でござい

ました。私たち天城町では、お葬式、葬儀の案内がＡＹＴ告知放送で収録ごとに放

送されております。一方、邑南町では防災無線で誰々さんと誰々さん御夫婦の間に

お子さんが誕生しましたといったようなお祝いの放送があるそうです。この違いは

人口減少に対する危機感の違いなのでしょうか。 

 ここで町長にお尋ねします。対策の遅れとその危機感につきまして、町長の思い

をお聞かせください。 
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○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 いわゆる少子高齢化というものについては、危機感については、まさしくこの会

場、議場にいらっしゃる議員の皆さん方、そして我々執行部みんながそれは共有し

ているかというふうに存じております。 

 また、私たちも遅きに失したかもわかりませんけれども、やはり鹿児島県でもト

ップクラスの子育て支援対策、そういったものをしっかり手を打ちながら、天城町

に来て、そして天城町で住みたい、そういった町をつくっていきたいということは

みんなと一緒になって考えていければというふうに思っております。そのためにこ

れまでのいわゆる結婚・出産、そしてまた子育て、そして中学生、高校生へのいろ

んな支援、そういったものについても、より一層充実しながら、天城町に住んでよ

かった、そして天城町に来て住みたいという、そういう環境づくりができればとい

うふうに思っております。 

 また、子供さんが生まれましたよっていうところについては、邑南町さんがどの

ぐらいの人口の規模なのかわからないんですけれども、なかなかコミュニティがし

っかりしていて、まとまっている町なんだなという今お話を聞いて実感をしている

ところであります。 

○３番（吉村 元光議員）   

 邑南町の概要を少し説明したいと思います。 

 邑南町は、１万１千何百人だったかと人口は思うんですけれども、町を挙げて住

宅をつくり移住定住を図っていると、それを町のメインに出しているような感じが

いたしました。 

 次に、天城町の人口動態につきまして少し考えてみたいと思います。 

 天城町の人口のピークは昭和２５年でありまして、１万３千４３人。そして

６８年後の今現在６千人を割り込んで半数以下となっております。減少幅は南部地

区が最大で、北部、中央と続いてございます。これは全国的に見受けられるように

高度経済成長期以降進められた大規模集中型国土形成をまねるように、町営住宅を

中央、北部に集中的に建設してきたのが一因とも私は考えております。 

 このように、町の中心部に人口を集中させる政策は、中心部の急激な高齢化によ

る空洞化や、周辺地域では人口減少で地域コミュニティ活動、お祭りとか伝統芸能

ですね、農業等の産業が衰退するなど、持続的経済成長にも足かせとなりかねませ

ん。 

 町の周辺の集落には広大な圃場が整備されております。そこに人口を増やし、農

業の振興を図り、地産地消を推進することで、循環型経済形成が可能であります。 
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 また、各集落では大規模な担い手農家と中小規模の零細農家のタイアップによる

共存共栄を図ることが人口増加による活性化が見込まれ、町長が進める均衡のとれ

た町の形成につながっていくと私は思います。このような考え方は、全国の過疎地

域でのその対策にかかわっている専門家の考えでもあります。 

 私は、森田町長が目標と掲げた新時代にふさわしい未来世代へ誇れる天城町を目

指す、住んでよかった。暮らし満足度ナンバーワンのまち構想や、実施計画等にお

きまして次の提案をしたいと思います。人口減少問題の克服法を掲げ、その対策を

立てることであります。 

 まず１つ目に、役場内に定住促進課または係を設置し、組織体制強化と移住ＰＲ

や定住支援を図る。 

 ２つ目、生産年齢世代、１５歳から６４歳でございますが、ＵＩＪターンを推進

する。特に子育て世代を定住させる政策を推進する。 

 ３つ目、天城町まち・ひと・しごと創生総合戦略計画を着実に進め、平成２７年

に計画されまして多分来年度が更新だと思います、改定だと思います。その計画を

着実に進めてほしいと思います。内容的にはそれはすばらしい内容でございます。

進めることこそが実現だと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 このように人口減少問題の克服を目標に据えた場合、おのずと住んでよかった。

暮らし満足度ナンバーワンのまち実現に向けて解決すべき問題、課題、対策は浮か

び上がってくると思います。そして、危機的状況に陥っている人口減少問題への危

機感を役場行政と町民の全体で共有できるのではないかと思います。 

 まず１番目の役場組織内に課または係を設置してほしいということの理由につき

ましては、移住定住希望者が求めるニーズを的確に把握し、定住環境整備を整える

ことが第一です。そして、その情報は本土に在住しているＵＩＪターンの可能性の

ある方々に、天城町がどのような条件等で受け入れを進めているかを発信、ＰＲす

る必要性があると考えるからです。そして、移住定住希望者が求める住居問題等あ

らゆる問題に専門的な対応ときめ細かな支援のとれる職員が必要であります。 

 また、移住定住を促進するためには、各集落にボランティアの支援コーディネー

ターの育成や、地域住民に転入者を温かく迎える心の醸成を図ることも肝要であり

ます。 

 私が都会から来られた方々にお話しする機会があるごとに、天城町は人口減少と

言いながら危機感が全く感じられない、この話をよく耳にいたします。やはりそれ

には動く、ただ予算をつけるだけでなくて動くという姿勢がなければ前へは進んで

いかないと思います。 

 次に、２番目の生産年齢世代、１５歳から６４歳でございますが、ＵＩＪターン
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を推進する。特に子育て世代を定住させる施策を推進する。これはストップ少子化

と地域活性、経済の活性化が図られることであります。 

 次に、３番目の天城町まち・ひと・しごと創生総合戦略計画を着実に進めるにつ

きましては、この計画書の中で今後の天城町の活性化に向けたビジョン及び仕事の

総合戦略が描かれておりますが、飾り物の計画書で終わらせたくないとの思いから

です。 

 戦略推進に当たりましては、客観的に点検、検証、必要の対策の追加、見直しを

行い、本文中に記載されているとおり実績の検証、すなわちＰＤＣＡサイクルの実

施や町議会での検証といったステップを踏むことで計画の確実な実現を図ってほし

いと思います。今申し上げました議会との検証というのは、これは実施してござい

ますか、今まで。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。 

 年度年度ごとで課長会のほうでは検証を行っておりますが、議会への報告はなさ

れていないと思います。 

○３番（吉村 元光議員）   

 一つ一つ実施することが施策を確実に前へ進む道だと思いますので、今後は足り

ないものは改めて進めていただきたいと思います。 

 また、天城町には都会にはない魅力的な海・山・川、珍しい陸の中の海・ウンブ

キ、大海底鍾乳洞の自然があります。闘牛、そして郷土芸能の文化があり、世界自

然遺産への登録も実現されようとしております。このような魅力的資源を活用しな

がら、ＵＩＪターンを呼び込み町内定住を進め、また、地元出身者の地元定住を推

し進め、人口減少に歯止めをかけることで活力ある生き生きとした町をつくること

ができればいいなと思います。 

 最近の新聞の記事の中で目にとまったことが２つあります。１つ目に、今年の

６月、無投票で２期目の当選を果たしました鎌田愛人瀬戸内町長のコメントに、

１期目の公約でありました企業誘致ができなかった。予算をつけるだけでは無理で

す。行政の行動がないと達成は難しいとのことでした。 

 次に２つ目です。これは京都大学こころの未来研究センター教授廣井良典氏のコ

メントでございますが、若い世代のローカル志向は確かとありました。地方にとっ

ては明るい動きの一つであります。 

 最後になりますが、森田カラーであります、住んでよかった暮らし満足度ナン

バーワンのまちの看板が役場西側入り口に見えます。小さな看板ですので力強さが

感じられません。もっと大きく、場所も防災センターあたりに設置し、意気込みを
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見せてはどうでしょうか。 

 最後になりますが、町長のほうから質問につきまして何かお願いします。 

○議長（武田 正光議員）   

 これはまず企画課長。答弁もらってから町長に。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。 

 第２次まち・ひと・しごと創生総合戦略につきましては、今回は各課の横断した

形で総合戦略をつくりたいと考えておりますので、またあらゆる分野において、今

までの第１次総合戦略を検証した上で整理した形で第２次は幅広い形で総合戦略を

つくっていきたいと考えております。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えしますというより、少し私の考え方も述べさせていただきたいというふう

に思います。 

 今議題になっております第６次天城町総合振興計画、今策定作業中でございまし

て、私は、やはり５年後、１０年後、天城町をこういう姿にありたいという、やは

りそれは１つの羅針盤でありコンパスであるというように私は認識しております。 

 やはりその目標に向かって行政、そして町民の皆さん、そして議会が一緒になっ

て頑張っていくんだという、そのようなコンパスという役割もあるかと思っており

ますが。 

 私、今既にこれにつきましては作業に入っておりまして、役場の若い人たちを横

断的に網羅したワーキンググループも組織させていただきました。そしてまた、こ

の名称、字が漢字文字で長いもんですから、私とすれば、これは完成した暁にはア

マギビジョンという形で、ローマ字でアマギビジョンという形でみんなで考え方を

共有して、それを進めていければというふうに考えておところであります。 

 やはりそれと表裏といいますか、表裏一体となっておりますのが今あります、ま

ち・ひと・しごと、総合戦略計画でありますので、これについても既に今作業に入

ってきております。ほぼ同時進行の形で一つ将来の天城町を見据えた大きな計画が

本年度中には何とか、町民の皆さん方の前また議会の前に形が披露できるのではな

いかなと思っておりますので、またその中ではやっぱり町民の方々からのアンケー

トとか、また議会とのやり取り、そういった大きな作業が続いていくと思いますの

で、また皆さん方の御協力、御理解もお願いできればというふうに思っております。 

 やはりそこでそれを進めていく最前線にいるのが役場職員であるというふうに私

は認識しております。いろんな場所であっちこっちで言っているんですが、私は役

場職員と３つの約束というのをするということで、私は就任の挨拶と、今年の４月
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１日の仕事始めの新年度の挨拶の中でお話しさせていただきました。 

 何かというと、まずは職員が隗より始めよ、率先垂範しましょうということです。

そしてもう一つはスピード感をもって対応しよう、そして行動しようということで

あります。 

 もう一つは、やっぱり基本的にいろんな町民とのお話、また会議等の記録、メモ

をしましょうということを職員とは約束をしております。この３つの約束をしっか

りと守りながら、町民の皆さん方の、先ほど言った町の活性化の最前線に立つとい

う意気込みでおりますけども、また、議会からもいろいろと叱咤激励を賜ることが

できればというふうに思っております。 

 また、今回の９月定例会の中で議論が出てくるかもわかりません。その中で、課

の再編、機構改革ということについても取り組んでいくということをいろんな場面

でお話ししていますので、しっかりと案をつくって、議会のほうにもまた提示する

ことができればと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○３番（吉村 元光議員）   

 ありがとうございました。 

 再度申し上げますが、定住促進課または係の創設ですか、ぜひお願いしたいと思

います。天城町における大きな問題、人口減少歯止め対策、これがかなえられれば、

天城町の今後の大きな問題は、私は取り除かれるんじゃないかなとも思っておりま

す。 

 それでは、ＡＹＴをごらんの町民の皆様、そして役場執行部の皆様、議員の方々、

残暑が続きそうですが御自愛ください。また、台風１３号が接近しておりますので、

万全の備えをしてください。 

 これをもちまして私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（武田 正光議員）   

 以上で、吉村元光君の一般質問を終わります。 

 次に、６番、大澤皓一郎君の一般質問を許します。大澤皓一郎君。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 日中はなお厳しい残暑が続いております。先般、徳之島肉用牛共進会において、

浅間の武田勝幸さん所有のまんまる号が見事グランドチャンピオン賞に輝いていま

す。本当におめでとうございます。 

 今月２８日、姶良せり市場で行われる県肉用牛共進会に、大島地区の出品牛とし

て参加する予定だそうです。みんなで健闘を祈りましょう。 

 この暑い中、キビの夏植えやジャガイモの植えつけ準備、老若男女を問わず実り

豊かな町を築き上げんと頑張っている姿を見るたびに、頭の下がる思いがします。
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町民の皆さんにとりましては大変多忙な時期であります。健康と安全管理について

は十分留意されますよう心から願っています。とぅ、きばてぃみんにゃ創生あまぎ。 

 それでは、通告しました一般質問を行います。 

 １項目め、活力ある町政運営について。 

 １点目、ふるさと応援人材派遣制度、未来技術支援窓口の今後の活用予定はどう

か。 

 ２点目、徳之島交流ひろば、ほーらい館利用者への助成について。 

 ３点目、ふるさと納税の取り組みについて。 

 ２項目め、安心安全なまちづくりについて。 

 １点目、兼久地区農道のアスファルト舗装計画全般について。特に天城南部

１４号線の早急な対応はできないか。 

 ２点目、大和城観光地連携整備事業の今後の計画はどのようになっているか。 

 ３点目、天城・平土野の共同墓地の管理を今後どのように行うのか。永代使用権、

通路舗装、環境美化等。 

 ３項目め、建設行政について。 

 １点目、県道８３号線伊仙天城線拡張と真瀬名橋の架け替えについて、県との協

議の状況はどうなっているか。 

 ２点目、天城尻田線の改良について。 

 ３点目、住宅建設について。 

 以上、質問いたします。簡潔で明確な答弁を期待します。 

○議長（武田 正光議員）   

 ただいまの質問に対し、まず、森田町長から総体的に答弁を求めます。 

○町長（森田 弘光君）   

 それでは、大澤皓一郎議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、大きな第１点目、活力ある町政運営について、その１、ふるさと応援人材

派遣制度みらい技術支援窓口の今後の活用予定について、ということでございます。

お答えいたします。 

 ふるさと応援人材派遣制度につきましては、第２期地方創生における先端技術の

活用という中で、内閣府に創設されることを承知しております。 

 本町におきまして、先ほどから議論されております第２次天城町まち・ひと・し

ごと創生総合戦略を現在策定中でありますので、その中にもしっかりと位置づけ、

計画の中で活用を図ることができればというふうに考えておるところでございます。 

 活力ある行政運営について、その２点目、徳之島交流広場ほーらい館の利用者へ

の助成についてということでございます。お答えいたします。 
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 徳之島交流広場ほーらい館につきましては、町民の健康保持・増進や、介護予防

に大変有意義な施設であるというふうに認識しております。 

 現在、天城町民の皆さん方の利用に係る利便性等について、ほーらい館と協議を

進めているところでございますので、いましばらく時間をいただきたいと思います。 

 活力ある町政運営について、その３、ふるさと納税の取り組みについてというこ

とでございます。お答えいたします。 

 ふるさと納税につきましては、その実績といたしまして、平成３０年度は１千

９９４件、寄附金額４千５０６万６千１４円で、前年度と比較しまして１千

６７８万３千円増加しております。年々増加はしているところでございます。 

 また、返礼品につきましても、その前年度に比べまして６０品目増えまして、今、

１４１品目となっておるところであります。本年度はさらにその品目を募集して、

納税者の方々のニーズに応えることができればという考え方でございます。 

 具体的な取り組みといたしましては、トライアスロン大会、お盆での帰省客に対

する空港でのＰＲ活動、また、東京、大阪、沖縄等各種郷友会においてＰＲ活動を

行っております。 

 大きな項目２点目、安心安全なまちづくりについて、その１点目、兼久地区農道

のアスファルト舗装計画全般について、天城南部１４号線の早急な対応はできない

かということでございます。お答えいたします。 

 兼久地区農道のアスファルト舗装計画全般につきましては、県とも協議を進めな

がら、その事業化について検討をしてきたいというふうに考えておるところであり

ます。 

 また、天城南部１４号線につきましては、農耕車両の往来に支障のないように対

応してまいりたいと考えております。 

 安心安全なまちづくり、その２点目、大和城観光地連携整備事業の今後の計画は

どのようになっているかということでございます。お答えいたします。 

 大和城観光地連携整備事業につきましては、世界自然遺産登録を見据え、平成

２９年度に事業着手いたしました。大和城からすそ野の上名道森林公園周辺一帯を

自然環境に配慮し、人と自然が共生する癒しの観光地づくりを進めているところで

ございます。 

 今年度は、昨年度に引き続きまして、桜と彫刻の広場整備として、駐車場の整備、

多目的トイレ、休憩所など、その園地整備を行う計画でございます。 

 今後は、宿泊滞在型施設や自然観察の森整備など計画しておりますが、事業完了

まではあと５年ほどを要するものと考えております。 

 安心安全なまちづくりについて、その３点目、天城平土野共同墓地の管理を今後
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どのように行うのか。永代使用権、道路舗装、環境美化等を含めてということでご

ざいますが、お答えいたします。 

 永代使用権につきましては、配分時点の権利者一覧図は町のほうに保管されてお

りますが、その後の個人間での譲渡については、現在把握できていないというのが

現状でございます。 

 道路舗装につきましては、近隣の墓地所有者共同で道路舗装をしていただいてい

るのが、また現状でございます。 

 環境美化につきましては、地域の方々で環境美化をしていただいておりますが、

天城・平土野集落両区の区長さんたちとも、これからはその協議をしてまいりたい

と考えております。 

 大きな項目、３点目、建設行政についてということでございます。 

 その１点目、県道８３号線、これは伊仙天城線でありますが、その拡張と真瀬名

橋の架け替えについて、県との協議はどのようになっているかということでござい

ます。お答えいたします。 

 町としても大変懸念している道路でございます。私は、去る４月には県庁のほう

に出向き、この路線の改良について要望いたしました。また、８月には徳之島地域

土木事業連絡会が開催されましたが、その中でもここの問題については要望を行っ

たところでございます。 

 去る４月の県庁での、私としては手応えを感じているところでございますが、ま

だ確実なものとはなっておりません。さらにその協議を詰めていきたいというふう

に考えているところでございます。 

 大きな３点目、建設行政について、その２点目、天城尻田線の改良についてとい

うことでございます。お答えいたします。 

 天城尻田線につきましては、今年の集落座談会改め、むーるし語ろう会の後に、

地域の皆さん方にお残りいただいて意見交換会を実施したところでございます。意

見交換会では、その事業の流れ、また、その事業が採択し、実施に向けられた場合

の地域地権者の御理解・御協力が不可欠であるということを説明させていただきま

した。これからもこのような意見交換会を重ねて煮詰めていきたいということを、

その中で確認したところでありますので、積極的に地域のほうに出向いて、これか

らもそういった意見交換会を進めていければと考えております。 

 大きな３点目、建設行政につきまして、その３項目、住宅建設についてというこ

とでございます。お答えいたします。 

 町営住宅建設につきましては、先ほども議論にありました。やはりこの本町で定

住人口を増やすということ、これは本町の大きな課題でございます。長寿命化計画
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に基づきまして、その活用プログラムをローリング修正するなどして、積極的に住

宅については取り組んでいきたいと考えております。 

 以上、大澤皓一郎議員の御質問にお答えいたしました。 

○議長（武田 正光議員）   

 しばらく休憩します。１１時１０分から再開いたします。失礼いたしました。

１１時１５分から再開します。 

休憩 午前１１時０２分 

─────────── 

再開 午前１１時１５分 

○議長（武田 正光議員）   

 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 大澤議員。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 先端技術の人材派遣ということ、これは政府が２０２０年、プレス発表をしてい

ますが、課長、これ本町で使えそうなやつを頭で思い浮かべて、実現できそうなや

つをちょっと挙げてみてください。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。 

 私が今考えて想定できる範囲というのは、農業分野で活用が可能ではないのかな

と考えております。（「具体的に」と呼ぶ者多し） 

 お答えいたします。今、スマート農業で実証実験を行っていますドローンと、あ

とトラクターの無人走行車両には使えるんではなかろうかと考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 農業だけですか。そのほかの、この役所の中でも考えられますけど、どうでしょ

うか。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。幅広い分野が想定されますので、その分野につきましては、

全庁的な形で今後検討させていただきたいと考えます。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 庁内でもそういうのを必要とするところがあると思いますけど、ちょっと思いつ

きでもいいですけど、お願いします。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。これに関しましては、庁舎内で考えますと、ＩＣＴとか、そ

ういった形で活用が可能ではなかろうかと考えます。 
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 ＡＩに関しましてはちょっと勉強不足で、どういったものが該当するのかという

ところは、まだ考えておりませんでした。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 庁舎内でも大分、先ほど言った電算機器問題とか、専門家、ＡＹＴの編成とか、

そういった専門家が、プロがいないです。そういったのが考えられますが、それと、

今の件と、もっとほかに庁舎内で考えられませんか。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。この第２期の総合戦略の中で謳われている専門的技術者とい

うことで、以外ということでよろしいですか。それからいきますと、いろいろな土

木関係と、あとは農地整備課関係、そういったところが想定されるのではなかろう

かと考えます。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 そこなんです。今、庁舎内でも技術的に不足しているところが、やっぱり今言わ

れた建設、技術、土木関係、そのような技術者がいなくて、指導者がなかなかいな

いということで、また、課長とか何名かおるんですけど、仕事を持っておるし、な

かなか指導ができない。そこあたりを、こういう人を入れるとスムーズにいくんじ

ゃないかと思いますが、そのＡＹＴ、もう一度番組の編成とか考えられませんか。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。番組編成につきましては、今のスタッフで努力して頑張って

いるわけでありますが、さらに高度な番組編成につきましては、さらに技術アップ

の形ということで専門職が必要かと思われます。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 やっぱりこの先端技術の専門人材を集める声というのはずっと前からあったんで

すけど、なかなかそういう人は見つからないし、そこあたりを庁舎内でも求めとる

ところがもっとほかにもあります。今、私が考えてところも、課長と同じようなと

ころです。 

 それで、これは２弾目としてですけど、１弾目に、２０１５年からやっています

けど、ここあたり１５年から取り組んでおるものを調べてあると思いますけど、ち

ょっと事例を紹介してください。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。第１回目のその地方創生の中では、国家公務員や民間人材の

派遣ということで、２０１５年からその人材派遣が行われているということであり

ます。 

 主に、地方創生に長けた国家公務員であろうかと思います。で、ほとんどの市町
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村においては、副町長という形で採用がなされていると認識しております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 そのような感じでやっていますけど、これ考え方によっては、以前からも私がち

ょっと調べたところによりますと、さっき言われたスマート農業、ドローン。私、

平成２８年３月議会において、サトウキビの病虫害の防除対策にドローンを使った

らどうですかと話しておりますが、なかなかその時期はドローンという話が受け入

れてもらえなくて、ちょっと躊躇しましたけど、ここに以前窓口を設けて関係省庁

が連携してやっておるモデルがあります。ドローンのこと、ロボットトラクター、

ＡＩを使った住民のヘルスケア推進とかあります。また、自動車の走行、こういっ

たことも考えていけるし、特に農業のほうでは、ロボットを使って販売もできる。 

 課長、このドローンについて、予算もこれから出るような感じもしますので、こ

れで限界集落などに宅配を持っていくとか、そういったことも考えられますけど、

どうでしょうか。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。限界集落等にそのドローンを使った物資の輸送ということで

ありますが、国のほうではそういったことを推し進めてはございますが、果たして

我が町でそういったことが可能であるか、こういった壮大な計画が可能なのかとい

うことは、ちょっと今の段階ではいかがなものかとは考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 いかがなものじゃなくて、取り組む積極的な姿勢を持ってほしいと思いますが、

本当に災害復旧時とか、そういったところに食料を持っていくとか、そういったこ

とでもいいですから、考えてもらえばいいです。 

 それともう一つ、いろいろ考えられると思いますが、これ見たことはありません

か。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。これが示している中では、高齢化や人口減少に伴う交通輸送

部門の人手不足を補うということが謳われているかと思います。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 まさにそうですね。今、自動運転のコミュニティバスとか、そういったことも取

り入れようという、取り入れているところもありますよ。そういう試験をしている

と。そういう傾向にありまして、また、島の傾斜部分を使用する専門家を入れると

いうのは、傾斜の機械の操作です。今、手の届かないところの草刈りをしています。

そういったのをこの技術者で、ＩＴを利用した草刈り、そういったのを取り入れて

いるところがあります。 
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 ぜひ研究を深めて、やってもらいたいと思いますが、あと、介護関係等は考えら

れませんでしょうか。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。これはまさしく第１期の総合戦略の中で謳われている人材派

遣の部分かと思います。それにつきましては、専門的なキャリアを持った方を雇用

するというのは可能かと考えます。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 まさにそうですね。そういうことですが、それと、これに対して補助器具などを

使ったやり方をしている、介護、重いのを持つとかそういったのを、専門的な指導

者がおれば助かるなと。また、施設はいっぱいありますので、こういうとに使える

よとかいう、そういったところの人たちも必要ではないかと私は思っております。

大分いろんなところに専門技術というのが必要ではないかと考えていますので、ぜ

ひ努力をしてもらいたいと思います。 

 各例がいっぱい出ておりますが、そこあたり積極的な企画課課長ですので、あち

こち調べてみて、それをぜひ導入してもらいたいと思います。いかがでしょうか。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。まさしく、今年９月から国のほうで相談窓口が開設されると

いうことでありますので、そういったことで、国のほうには御相談してみたいと考

えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 町長、今までのやり取りを見まして、その所見とか、こういうのを入れたいとい

うのがあると思いますが。 

○町長（森田 弘光君）   

 今、大澤議員のお話しのように、今度、国のほうではしっかりと地方を活性化さ

せるという大きな方向の中で、第２期のまち・ひと・しごと総合戦略、第２期のを

つくっていきます。 

 また、今まさしく私たちも機を同じくして第２次の総合戦略を策定中であります

ので、そこにしっかりとそういう国の動向、それからまた地域の活性化のためには、

どのような観点からすればいいのか。やはりこれまでやってきたものに少しいろん

な工夫を凝らしながらやっていくということは大事だと思いますので、しっかりと

この国の方針等を、我が町の総合戦略の中にも活用していきたいというふうに考え

ております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 スピード感を持った対応ということで町長は言っていますので、そのドローンの
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農薬散布とか簡単にできますので、ぜひ取り入れて、スマート農業を実践してもら

えば、農家の病虫害対策に労働が余りかからなくて済みますので、ぜひ実践をして

もらいたいと思います。 

 次に、ほーらい館利用者への助成について、２番目に行きます。 

 私は、前回もこのほーらい館利用者への助成について質問しております。今回ま

た上げたのは、その協議をしますということでありましたので、これがどのように

なったのか、まず課長からお聞きます。 

○保健福祉課長（碇本 順一君）   

 お答えいたします。先ほど町長の答弁もございました。ほーらい館の利用価値と

いうのは非常に高いものがあると考えているところです。 

 で、今現在、まず会費負担の軽減、あと、会員の皆さんに行っている無料の健康

プログラムがあるんですが、そこの充実、あと、通うための利便性の向上というと

ころで、この３つを柱に具体的に話を進めているところです。 

 ほーらい館のほうは審議会というのがございまして、そこに、今、案を上げるた

めに委託契約にする予定で話を進めているところですけど、具体的な文書作成を手

がけているところです。 

 以上です。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 協議をしているということで大変ありがたいんですけど、これ、もう今月いっぱ

いぐらいで話ができますか。 

○保健福祉課長（碇本 順一君）   

 お答えいたします。１０月１日からの契約を目標に今話を進めているところです。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 この予算書の中にもありますが、これ大丈夫ですかね。 

○保健福祉課長（碇本 順一君）   

 先ほど申し上げましたが、審議会、そこが通るような形で今、ほーらい館の現場

のトップのほうと話を進めていますので、私のほうでは、もう大丈夫だというとこ

ろで動いています。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 最後、町長のほうから、スピード感あふれる対応というんですか、してくれまし

て、これも利用者は待っているわけですので、非常に喜んでいると思いますが、そ

こあたり、この利用者も増えるし、非常に感謝をしていることだと思いますが、町

長、これお願いします。 

○町長（森田 弘光君）   
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 お答えします。やはり第一義的には、町民の健康増進、介護予防、そういったも

のに貢献できるという観点から、私たちは、また今、碇本課長がお話ししたような

観点から進めていきたいと。そしてまた、できるだけ早く利用者の皆さん方の利便

性が図れればというふうに考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 課長、これ１０月１日、これから行けるような話ですけど、大丈夫ですか。 

○保健福祉課長（碇本 順一君）   

 お答えいたします。先ほど申し上げましたとおり、現場とはきちんとできていま

すので、いけるつもりでおります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 これ、健康づくりのため待ち望んどる人たちがいっぱいおりまして、今は少ない

んですけど、どっと増えてくると思いますので、本当に決定するような話ですので、

大変喜んでおると思います。これも健康がまずですので、それによってあすからの

元気を養って、また農業に、また自分の生活に希望を持って畑ができるという一つ

の健康増進対策ですので、ほーらい館に通えるようにもうできるということですの

で、ぜひ完全に通えるように１０月からしてもらいたいと思います。 

 これで、ほーらい館の利用者の助成については終わりますが、本当にスピード感

のある対応で、ありがとうございます。また、この人たち、非常に喜んでおると思

います。 

 次に行きます。 

 次に、ふるさと納税の取り組みについて、いろいろ聞きましたが、課長、８月

７日の新聞、郡のふるさと納税の一覧表も出ています。これを見て、徳之島町が物

すごい金額を集めております。これを持っておると思いますが、これを見てと、天

城町の対応は聞きましたが、その徳之島町の対応、こういったのがあって、こうな

かったんじゃないかなとか、そういう調べているのがあったらお聞かせください。

紹介してください。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。徳之島町は平成３０年度の決算で４億５千万円程度というこ

とでありました。天城町とかなり額が違いますが、徳之島町の取り組みといたしま

しては、まず職員が３名程度ふるさと納税係ということで、職員が配置されている

ということでありました。それと、返礼品の中にチラシを入れまして、その年度ご

との実績報告という見える形で、どういった事業に使われたかということを必ず示

しているようでありました。 

 で、天城町につきましては、チラシではやってございませんでしたが、ホーム
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ページの中でその使途を開示したということであります。 

 以上です。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 こういったのはやっぱり熱意でありまして、約５億近く集めているのに、今、職

員が３名と、あと臨時とか手助けの人が３名おりまして、別な部屋でやっています。

個人的な情報とかいろいろありますので。 

 課長が今言った取り組みというのは、そのチラシを持っていませんか。それがあ

ったら、ちょっと紹介してください。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。まず、近隣町で恐縮ですが、徳之島町ふるさと納税実績報告

として、「平成３０年度徳之島町ふるさと納税は、寄附件数が２万５千５１７件、

寄附額が４億８千７８４万円のあなたの思いをいただきました。たくさんの応援、

ありがとうございました」ということが表紙でありました。 

 その後に、徳之島町のふるさと思いやり寄附金の特産品とか、目的別で寄附額が

どれだけ集まったかということを開示してあります。 

 そして、ふるさと納税の基金の残額が今こちらのほうでは記載されており、その

次のページにつきましては、どういった事業に使われたかということで、事細かく

記載されておりました。 

 お答えいたします。事業内容といたしましては、ガバメントクラウドファンディ

ングで、アマミノクロウサギふるさと納税事業、島ぬ宝ふるさと納税事業、図書館

読書通帳システム導入事業、屋内運動場附帯設備備品購入事業、ＩＣＴ利活用デジ

タル教科書推進事業、泊食分離施設整備事業、ジビエカフェとうぐら事業、観光施

設整備事業、畦プリンスビーチ、学校施設環境整備事業、町制施行６０周年記念事

業、あとは環境美化活動事業、ハッシュタグおぼらだれん応援推進事業、台風

２４号災害支援事業というのが記載されております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 隣の町がこれだけの金額を集めておりますが、いいところはやっぱり見習って、

私たちも、そういった相手の心をくすぐるような作戦をとっておりますね。寄附し

たら、やっぱりどういうふうに使われておるかというのがわかるようにしてもらえ

ればありがたいんですけれど、本町はそういったことを、どのようなことをやって

いますか。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。天城町においては、年度が終わりましたら、その実績報告に

つきましては町のホームページのほうに掲載させていただいております。 
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○６番（大澹 皓一郎議員）   

 それも大変いいことでありますね。先ほど言われた徳之島町のほうは、職員を

３名置いて、あと臨時的な職員も３名おるような感じでした。それで、この人たち

が別な部屋でやっておった。やっぱり５億集めるというのは、それぐらいしないと

集まらないし、また、今言われたように、きめ細かな納税の寄附の項目が何項目か

分けてありましたね。今言われたそこのところだろうと思います。やっぱり寄附を

したら、自分がどこにそのお金が行っているか、それがわかるものじゃないと、寄

附しても、どこに行っとるかなと。そこあたりだろうと思いますが。 

 以前、私はこのふるさと納税のときに、寄附した人は広報にでも、金額は書かな

くても名前だけでも載せたらどうね。で、御報告したらどうねという提言をしまし

たけど、そこのところはどうでしたか。本町と徳之島町は何か違いがあるような感

じがしましたが。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。本町につきましては、広報紙には記載はされておりません。

徳之島町につきましても、そのところに関しましては、ちょっとお聞きしていない

ところでございます。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 私が聞いた話では、先ほど言ったあれが、７つの部門に分けて寄附金の使い道、

選択区分というのがあって、そこに丸をさせるようにしてあります。これは後で見

てもらいますけど、そういった使い道がはっきりするということと、これ広報を送

らせるような方法も毎月やっとるんですけど、そういう話は聞いていませんか。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。そのふるさと納税寄附者に対して広報を送っているというこ

とですか。その辺のところも伺っておりません。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 私が聞いた話では、広報を希望しますという丸をつければ、毎月送っているそう

です。それで、常に連絡を保つような、会話のできるようなやり方をしているとい

うことを聞きました。 

 本町も人のやっとることを真似ながら、これは確証をしながらやっていくわけで

すので、天城の特徴も出しながらこれをやると、もっと伸びると思うんですが、も

う少し、こういったことが考えられるねとか、そういうのは今考えているのはあり

ませんか。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。私どもは広報紙は送ってございませんけども、暑中見舞いと
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年賀状を寄附者に対しましては毎年送っております。あと、今から考えられること

は、やっぱりいろんな情報通信のツールを使いまして、幅広くふるさと納税のＰＲ

活動を今後積極的に実施していければなとは考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 今、年賀状送っとると、あと、暑中見舞いも送っとると、そういうような心をつ

なぐようなやりとりというんですか、それが大事じゃないかなと思っております。

そうすると非常に関心を持ってくれますし、非常に難儀なことですけど、職員を増

やしたり、いろいろ特別に、分室を設けておりますが、町長いかがですか。今のや

りとり聞いて、職員の件と特別な課を設けるとか、こういう町長のこういうやり方

とすればいいやという思いがあると思いますが。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 やっぱり、貴重な一般財源であるという、そういう認識の中で、しっかりとふる

さと納税については対応していけたらと思っております。そういう中でありますけ

ども、例年、納税者、金額のほうも増えてきておりますが、まだ、お隣の町に比べ

て遅れている。そういう状況の中で、しっかりとＰＲ活動していければというふう

に思っております。また、マンパワーについても、しっかりと、また、配慮しない

と、また、頑張れ、頑張れとばっかり言っても、やっぱり、職員の中には限度とい

うのがあるかと思いますので、そこら辺についても、配慮していければなというふ

うに思っております。 

 もう一つ、いわゆる入り口が、インターネットで入り口があるんですが、いきな

りダイレクトで天城町というところに来れる、また、徳之島を開いて、次に天城町

に来るという、いろんな入り口があるというところで、やはり、どうしても、徳之

島という名前を背負っている町と天城町という町が、ちょっと、いろんなハンディ

キャップがあるなというように思っています。これはまた、あんまりよそのことに

対してあれですけど、先般、民放系で、天城町の女の子が、女子が、地域おこし協

力隊の女子が出て、テレビに出たんです。そうすると、次の日に、我が町に問い合

わせよりお隣の町にもう電話が鳴りっ放しだったという、何か、ここら辺をどうし

てですね、我が町に持ってこれるかというところなど、ウンブキもそうだったんで

す。５月７日、あのときに、次の日に、徳之島町さんのほうにウンブキに対する問

い合わせが、電話がたくさんあったというところで、やはり、国民というか、いろ

んな方々、やっぱり、徳之島というの、そして、次、天城町だっていう、そこが一

つあって、じゃあ、まず、天城町を開いてもらうという工夫を私たちやりましょう

ということで、今、うちのスタッフの方々にも、何とかして、ダイレクトに天城町
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に入ってくるような、そういったシステムをつくれたらなというふうに思って、今

考えております。 

 また、しっかりと、冒頭申し上げましたように、ふるさと納税、税、貴重な一般

財源で、そして、また、子供たちのためとか、高齢者のためにしっかり使えるそう

いった財源でありますので、しっかりとこれからも力を入れながら対応していけれ

ばと思っています。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 これ、インターネット、鹿児島県徳之島、鹿児島県天城町、これ、持っています

けど、出して、同じなんですけど、タイトルはですね。でも、徳之島という名前で

マスコミが報道するから徳之島に行っただろうと思うんですけど、それも何かいろ

んなやり方があると思いますので、聡明な企画課長さんですので、いい企画を持っ

とると思いますので、ここで発表できないかもわかりませんが、ぜひ、裏技なんか

使って、これを何とか広告するようにインターネットの回数を増やすようなやって

ください。 

 中身は、ほとんど、ここのとか、商品は天城町のも行っていますよ、大分。ここ

に載っとるのは。向こうはですね、課長、会議、返礼品の集まりの会議とか、ここ

はありますか。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。 

 天城町においても、ふるさと納税の会議につきましては、毎年実施しております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 それはいいことですね。そういうことで、そういったことで、ここに載っておる

の、いっぱいありますが、その会議を向こうはしとるという話でした。私ちょっと

勉強不足で、その会議があったということは知りませんでしたが、とにかく派手に、

こういうふうにチラシを何枚かつくって出しております。思い「おぼらだれん」と

いうのと、ふるさと納税で島が元気とか、あと、徳之島ふるさと納税実績報告書、

こういうのも出しております。向こうですね。これ、やっぱり、見習いながら、内

容はほとんど天城と一緒で、天城の製品も向こうで売られとるのもあります。です

から、それに付加価値をつけて出すような感じですけど、ここで、天城の製品、こ

れ１番島の魅力は、肉の次に、実際島でやっとるのはマンゴーだと思うんですけど、

このマンゴーについて、マンゴー組合とかあるんですけど、そこあたり、マンゴー

組合、今年とか、去年とか、台風の関係で、なかなか出せないという事情があった

りして、一部に偏っとるんじゃないかという話もしとる人がおりまして、ぜひ、こ

こあたりのところ、どう思いますか。調べてみましたかね。 
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○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。 

 果樹につきましては、その生産組合を通して、返礼品は送付させていただいてお

りますので、その中で偏った方のものを送ったとかということは、私どものところ

では、伺ったことはございません。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 返礼品について、データを見てみました。そのマンゴーですが、マンゴー組合に

総会の資料をもらったんですけど、なかなか出してもらえませんでした。議会を通

してやったんですけど、もらえませんでした。あと、いろいろ情報を聞いてみると、

ここに去年とか出してあるところは、１番額が大きいのがマンゴー組合３３４万。

あと大きいのがありますが、マンゴー組合に入っているかどうかというのも問題で

ありまして、マンゴー組合に入ってない人たちが出して、自分たちには回ってこな

いと、こういう話が聞こえてきました。そこあたり、課長、マンゴー組合、今何名

ぐらいおって、こういう町から補助金もらっとるので、そういう資料は出してもい

いんじゃないかと思うんですけど、そこあたり、マンゴー組合で、組合員なのか、

どうか、１番大きい、１０７万ぐらい出しとるところもあります。個人でですね、

これが組合員なのかどうかも、ちょっとお聞きします。 

○農政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 ただいま大澤議員が持っているその資料が私の手元にありませんので、１番多い

ところの方がどなたなのかは、ちょっとわかりませんが、今現在マンゴー組合は

３４名の会員となっております。私の聞いたところ、平成３０年度のふるさと納税

分の取り扱いが１８６万９千円と、これはマンゴー組合の会員の方々が取り扱った、

ふるさと納税に係る返礼品の金額ということでございます。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ３１年度はどうでしょうか。まだ、聞いてないですか。 

○農政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 ３１年度、もう既に８月も終わっていますので、終了しているかと思います。ま

だ、３１年度につきましては、まだ、私のほうでは、まだ、数字をもらっていない

ところです。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 私の情報では、返礼品の実績というのがありまして、今年ですね、今年、去年、

去年、今年、台風の影響で飛行機が、失礼、船がなかなか送れない、宅急便が送れ
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ないという状況であったり、向こうに着いたら腐っとったりとかいう状況があるの

で、冷蔵庫に入れてもらったりとかしとるという話を聞いたんですが、その中で差

があると、組合員の中にも差があると、ほんで、組合に入ってない人が大分出しと

るという話を聞いたんですけど、そういう話は聞いてないですか。 

○農政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 その話については、伺っておりません。ふるさと納税の返礼品につきましては、

直接企画課のほうから組合のほうに依頼が行ったり、また、今、議員がおっしゃる

ように、組合員以外の方にも、もしかしたら、そういった依頼があるのかもしれま

せん。ただ、そういったことについては、今現在、話を伺っておりません。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 今、話した企画課から直接行っとるとかいう話もあるんじゃないかというんです

けど、そこあたり企画課はマンゴー組合通さないでやっとるんですか。それとも、

個人的コンタクトをとってやっとるのか。誰から頼まれてやっとるのか。直接です

ね、その業者から。そこあたりの見解と、これ役場に、役場から送るんですから、

役場の物品納入、こういう届けなんかして、ちゃんとやっとるのかどうか、そこあ

たりもお聞きしたいですけど、そこあたりお願い。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。 

 マンゴーにつきましては、マンゴー組合を通して、また、マンゴー組合に加入し

てない方も何名かいらっしゃいますので、その辺のところは平等的に、マンゴー組

合に加入してなくても、絶対数が足りない場合は個人からも購入をしているような

ところでございます。 

 それと、その物品購入につきましては、なかなか会計課のほうで、指名願いが、

物品の願いが出ているかというところまでは、ちょっと、やっておりませんで、返

礼品を常に増やしている関係で、その辺のところの確認は、作業は、現在行ってい

ないようなところであります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 このマンゴー組合の人たちが、非常に送れなくて困っとるという話を聞いたわけ

なんです。マンゴー組合に話を聞いたわけです。どういう返礼品をどういう形で送

っとるのかということでありましたら、自分たちには全然来なくて、今話した、直

接一本釣りでやっとるんじゃないですかというお話と、あと、会計課にも聞いたん

ですけど、物品納入のそういうのもない。これ後でも言いますけど、ない。一方で

は納税証明がない。物品納入のときに必ず税金払ってないとか、何かする度に役場
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は税金が払ってないと物品納入も納められない。税金を納めてないと物品納入の資

格もないんでありますが、これは税金も納めてありますと思いますけど、この物品

納入の伺いもないのに入っとる業者はいっぱいありますよ。このリストを見ると。

そこあたりが問題でありまして、マンゴー組合に入らなくてもマンゴーが、３０年

度なんか１番、非常に多く送っておりますよ。取っておりますよ。そこが組合を維

持するためにも必要じゃないかと。まず、組合に入ると品質が保証されますからね。

ちゃんと検査をしたり、いろいろ指導受けたり、講習受けたりやっとる。それ以上

に顧客を持っとる人たちはいい、役場通さない人はいいんですけど、マンゴー組合

を通してやらないといかがなもんかと思うんですけど、ここに、マンゴー組合以外

の人が４００万余り出しとるじゃないですか。私は、それだけじゃなくて、ほかの、

ほかのですね、種類の物も、１００万、やがて、１００万近くとか、物品納入のそ

れも取ってなくてやっていますが、そこあたり組合を維持して、ちゃんと正確な品

質のいいのを出してもらうために、そういう組合をつくって、また、一緒に頑張っ

ていこうということをやっておると思いますので、そこを通してやるような、少し

でもいいから、組合員を大事にしてもらいたいと思いますが、いかがでしょうか。

両課長、ちょっと。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。 

 そこで組合員、マンゴー組合に加入している中で、こちらから発注をかけるわけ

です。発注かけたら、マンゴー組合の組合員の方が組合事務所に全て持ち寄ってき

ます。そのとき、そっから発送というのが生まれます。ですから、私どもが、どの

方のつくったマンゴーを送ってくださいということは１回も指示したこともござい

ませんし、ですから、その辺のところは、マンゴー組合の中で、そこに持ち込まれ

たものから順次送っているものと私は理解しております。ですから、行政で、誰の

ものを送ってくださいねとかという指示は一度もしたことございません。 

 また、そのマンゴー組合に加入してない方も、マンゴーをつくっているわけです

から、平等な形で、大きな部分で関してはマンゴー組合を通しますけども、その

方々も生産者ですので、その方々の分も、品質もかなり、マンゴー組合のやつとほ

とんど遜色はないと思います。ですから、なかなかクレームもついてきません。で

すから、そういった平等な形の中で、マンゴーは送っていると私は認識しておりま

す。 

○農政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 確かにマンゴー組合の育成というのも、我々農政課としては取り組んでいるとこ
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ろです。また、今、企画課長にありましたように、それ以外の生産農家もいらっし

ゃるということで、今の現状のようなことかなと思っております。ただ、私どもと

しましては、マンゴー組合に対して、会員数、先ほど３４名と申し上げましたが、

より多くの方が加入していただいて、また、より上質、質のいいマンゴーをつくっ

ていただいて、このふるさと納税返礼品に係る分を十分に賄えるような生産にも努

めていただきたいというふうに思っています。 

○議長（武田 正光議員）   

 しばらく休憩します。午後１時から再開します。 

休憩 午後 ０時００分 

─────────── 

再開 午後 １時００分 

○議長（武田 正光議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 大澤議員の質問を続けてください。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 私は、このふるさと納税をもっと多くの人に知ってもらいたいということで質問

しとるわけでございます。もっと組織を強固にしてですね、これ後で申しますけど、

今ちょっとひっかかっております。課長、先ほどのもので、何とか、マンゴー組合

出したりしたら、返ってきたり、冷蔵庫入れたりしたら、傷ができたりして、なか

なか送ったら、また返ってきたりするとかいう話で、何かセンサーを当てるとわか

るようなものがあるらしいけど、今回一々外して見たそうですけど、そういう補助

の取れるのは何かないかどうかということと、企画課では、そういうの、成長戦略

のこれで取れないかどうかということもあるんですけど、今、そういうことです。

こと、ちょっと、何かないですか。 

○農政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 マンゴー組合にも備品ということで、１０年近く前入れた糖度計がございますが、

ちょっと型が古いということで、今現在は光センサーで糖度がはかれるような機械

もございます。そういったものも、今、組合のほうからは、そういったものの要望

等も実際にございました。その辺、また、次年度以降になるんですけれども、ちょ

っと、また、組合のほうとも協議しながら、また、こちら財政のほうとも協議をし

ながら、そういったものの導入も考えていきたいと思っております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 企画課長、今のことを聞いて、何かつなぎがないみたいですけど、これ、取れる
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ようなものがないかどうか、ちょっと勉強しとると思いますので、お願いします。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。 

 今日農政課長から、今、そういった要望があったということはお聞きしました。

ですから、企画課のほうで、そういったマンゴー組合と協議、相談されまして、も

し、そういった事業を導入する予定がございましたら、また、奄美振事業なり、総

合戦略なりの事業に該当しないかということで、ちょっと県のほうとも協議してお

答えできるような形をとってみたいと思います。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 最後に、町長、これ、徳之島町も３名ぐらいの職員と３名ぐらいの筆耕がおるち

ゅうことで、５億ぐらい、約、稼いでいます。非常に一般財源不足で困っとるとき

に、こういう人間で、少ない人間で、すごい稼いどるし、また、アピールする、全

国にアピールするチャンスでありますが、室を設けるとか、人を補強して、もう少

し力を入れていただきたいと思いますが、そこのところの決意をお願いします。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 先ほどセンサーとか、そういったものについては、やはり、天城町のマンゴー、

たんかん、パッションフルーツはすばらしいよって、受け取った方々がそのように

して評価していただく。そして、口づてにそういう評価が広まっていくということ

は大事なことだと思っていますので、できるだけ、そういうものを考えながら対応

していければというふうに、今、大澤議員のお話を聞いて思ったところです。そこ

について、また、考えていきたいと思っております。 

 もう１点、やっぱり、マンパワー、そういったものが大事だと思っておりますの

で、これも常々そういう、徳之島町さんは、ちゃんと室まで設けて対応していると

いうことも伺っておりますので、しっかり私たちも、やはり、負けるとか、負けな

いとかってことではなくて、先ほどから繰り返しになりますけど、貴重な財源であ

りますので、それをしっかり確保するという観点からも、人員、そういったものの

充実については図っていきたいというふうに考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ぜひ、これ実現してもらいたいと思います。町長にはスピード感を持った対応で、

何とか、この部屋をつくって、実現することを要請して、この質問を終わります。 

 次に、兼久地区の件ですけど、これに対して、計画的にはできると思うんですけ

ど、今の現状に対して、課長、どう思っていますか。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   
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 お答えいたします。 

 この兼久地区、農道の１４号線ですが、全長が７５８ｍ、舗装されている所が

７７ｍ、未舗装が６８１ｍとなっております。この６８１ｍについて、大澤議員の

ほうから、農耕車両の往来がちょっと支障を来しているんじゃないかということで

連絡ありました。現場のほう見てみました。水溜まり等ができておりまして、結構

往来には難しい状態だったものですから、兼久の農地環境保全会のほうにお願いを

しまして、現在、その場所については整備がなされたところであります。 

 舗装のほうですが、これにつきましては、来年長期計画等の中に、この兼久地区、

中間管理機構のエリアに含まれておりますので、関連事業を長期計画の中に入れて、

来年度以降、採択に向けて取り組んでいきたいと考えております。 

 以上です。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 一昨日、この現場を見てまいりましたが、そこは、きれいにコーラル舗装をして

おりまして、今のところは天気が続いておるので大丈夫ですが、雨が降って、また、

すぐ流れますので、これはどうも対応してもらって感謝しております。すぐ流れま

すので、ここあたり今言った、中、長期計画に入れて、スピード感を持った対応を

してもらいたいと思います。ほとんど、南部地区には、そういう農道整備が進めら

れていないので、町民の方も非常に困惑しておるところです。生産は１番南部のほ

うが畑、生産量多い状態ですので、ぜひ、早急な対応をお願いします。 

 次、２点目、大和城の件ですけど、ここも、ちょっと行って見てきましたが、私

も、ちょっと、きれいに草は刈って、非常に整備されておりますので、あれ、これ

で終わりかなと、今年の事業、これで終わりかなと思っておったんですが、課長、

今年の事業、これからだそうですけど、そこあたり、ちょっと話してください。 

○商工水産観光課長（祈 清次郎君）   

 大和城観光地連携整備事業につきまして、町長の答弁にもございましたように、

平成２９年度に事業を着手しております。昨年度３０年度につきまして、上名道溜

池から森林公園を経て、大和城の第２展望所に上っていきますと、右側のほうに大

きな琉球松のある彫刻の広場があります。その北側のほうを昨年度、園地整備、ト

イレと駐車場を整備いたしましたが、その継続といたしまして、琉球松のある彫刻

の森広場の整備を今年度は実施してまいります。 

 先ほど議員が御質問がありましたように、今年度の事業は、これから発注する見

込みであります。１０月ごろ発注をする見通しを立てております。事業内容といた

しましては、昨年トイレを新設いたしましたが、その隣に多目的トイレを増設いた

します。 
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 また、一部道路の舗装を行っております。その継続としまして、昨年度の続き、

下のほうに、入り口側のほうに、また、舗装を追加で行います。その道路の北側の

道路敷の空き地を利用して駐車帯を２カ所ほど設けます。 

 広場のほうの整備といたしましては、遊歩道、水飲み場や休憩所、また、小さな

子供たちが遊べるようなミニ遊具を、今年度、年度中に実施してまいります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ３０年度、ここに冊子もありまして、非常に前と変わった、桜並木の周辺もきれ

いによくなっております。がしかし、北側のところ、桜があって、草ぼうぼう。そ

の周りのところは、松のところは刈って、きれいになっておりましたが、北側のと

ころですね、これ、上名道公園、ここあたりの北側、ここも、与名間の寝姿山も見

えるし、北部地区の田園地帯も見えますので、そこの枯れた松もあるし、そこあた

りも刈り込むとか、今度、また、今さっき言った道路の関係もやるという話ですけ

ど、もう少し桜を植える計画はないですか。 

○商工水産観光課長（祈 清次郎君）   

 現地は、これまで町内の花見のポイントでもございました。近年、寒緋桜が、勢

いがなくなってきております。老朽化もあるかと思いますが、そこで、樹木医のほ

うに、この寒緋桜の診断をしていただきました。上名道森林公園の沿線にもありま

すが、まずは、昨年、今年度事業する彫刻の広場周辺２９本寒緋桜がございます。

そのうち、樹勢回復が難しいと言われるものが大半でありました。したがって、

２９本のうち、約２割程度が、今後、樹勢が回復していけるものと報告を受けてお

ります。 

 今後、事業の中では、そういった桜の除去を含めて、また捕植等を行い、花見の

シーズンには町民の皆様が憩えるような場所を提供していきたいと考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 桜が非常にメインになってきまして、桜を見る人たちが多くて、平土野の老人会

と子供会、毎年桜を見に行ったりしております。また、ほかの人たちも、そこに行

くんですけど、なかなか桜が育っていない。周りが雑草だらけ。そこあたりも、せ

っかくきれいになったんだから、展望台から見渡せるところとか、もっと桜をいっ

ぱい植えるとかしてもらいたいというのが町民の要望であります。そういったこと

を老人会あたりとか、いろんな団体から、花徳見に行く人も、母間ですかね、母間

見に行く人がおって、何で地元にそういうのがあって、できないのという話もあり

ますので、ぜひ、桜をもっと充実した満開の桜を見えるような場所をつくっていた

だきたいということが願いですので、町民の。もっともっと、たくさん植えてもら

いたいと思います。 
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 それと、向こうに通る通路があります。その上のほうに、ずっと、展望台のほう

に行く、第２から第１、通路狭い感じがしますが、今後どういう計画考えています

か。通路を拡張するとか、この北側のところ、そんなにキビの畑も面積も狭いし、

広げられませんでしょうか。 

○商工水産観光課長（祈 清次郎君）   

 確かに、現在整備を進めている広場から第２展望所に至るところは道路の幅が狭

いように感じております。この計画の中では、まずは、上名道林道、県単事業で行

いました上名道林道から第２展望所までは整備をされております。しかしながら、

林道沿線の雑草や木々が生い茂って、従前の道路幅が確保されてないような状況で

ありますので、事業に合わせて、こちらも景観整備等を進めていきたいと考えてお

ります。 

 第１展望所のほうが、これまで町民や町内の小中学校の利用度が高いわけですが、

そちらに向かってのため池からの道路につきまして、今後、その周辺を観光地整備

を進めていく中で、バス等が通行できるように道路の整備も行っていきたいと考え

ております。 

 先ほど御指摘の現在の彫刻の森広場からの一部道路が狭い部分。これにつきまし

ては、沿線、民地となっておりますので、そういった用地取得がかかわってくると

思いますので、全体計画の中で判断していきたいと考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 今年度、次の年の計画をお願いします。 

○商工水産観光課長（祈 清次郎君）   

 今年度、琉球松、彫刻の森の広場周辺の整備を終えます。終える予定にしており

ます。来年、令和２年度から２年ないし、事業費の採択によって３年になるかもし

れませんが、宿泊滞在型施設整備ということで、与名間海浜公園にイメージしても

らえばよろしいかと思いますが、あのようなバンガロー施設を裾野に整備をしたい

と考えております。これにつきましては、与名間海浜公園のバンガローも好調に伸

びておりますし、利用度が上がっております。町内、島内はもとより小中学校の総

合学習や、また、観光で利用される皆さん、島民の皆様に利用していただけるよう

な、自然を満喫できるようなところで、そういった宿泊施設を整備したいと考えて

おります。２年から３年かかるものと考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 すばらしい計画がありますが、２点ちょっと聞いておきます。 

 あそこは、ため池がありますが、ため池は、今、整備ができないかということが、

話が出ております。下のほうのため池は見るんだけど、ベンチをつくってみたりす
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るけど、どうも濁って、ベンチ整備した割には見劣りがするということと、課長、

これ見ていますか。９月１日の新聞、奄美新聞で、「環境省概算要求奄美関係」と

いうのがありまして、環境省が発表したということで、奄美、徳之島、沖縄北部及

び西表島の世界遺産登録に向け、世界遺産センターを整備する。世界遺産保全管理

拠点施設等整備事業費５，９００万計上と書いてありますが、これで観光的なこと

も、要は観光費などの取り組みも進めると書いてあります。そこに、非常に、あそ

こ、昔の競り市場跡、非常に広くなっていますので、この遺産センターも、ここら

あたりにつくると見晴らしもいいし、非常に遺産センターらしいのがつくれると思

いますが、そこのところもあわせてお聞きします。どう考えていますか。 

○商工水産観光課長（祈 清次郎君）   

 ビジターセンターであろうかと思います。この問題につきましては、やはり、本

町に建設することを強く望んでおりますが、この問題は国の環境省が主導してまい

りますし、我々商工水産観光課のみでは判断できないものと考えております。総務

課、企画課、農政課など関係各課で連携をとりながら、また国のほうに要望してい

かなければならないと考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 課長、こういうのは積極的な体制で要望していかないと、もうほかの町村は、も

う、これに照準を当ててやっていますよ。前も、こういう話をしておりましたが、

非常に、ちょっと取り組みが遅い感じがします。町長、この世界遺産センターにつ

いて、今、どういう考えを持っているんですか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 今、町の私たちの取り組みといいますか、基本的な考え方だけを申し上げさせて

いただきたいと思います。 

 私は就任いたしまして、環境省、本省、それから、沖縄の那覇事務所に出向いて

世界自然遺産について、取り組みについて、お話をさせていただきました。そうい

う中で、私たち天城町の考え方については、しっかり向こうのほうにはお届けして

あるというふうに、私は今考えております。そういう中で、本町のこれまでのいわ

ゆる先進的な取り組み、猫対策ですとか、また、環境省が事務所が役場の４階にあ

るということ等などを含めて、私はしっかりと、環境省、本省、そして、那覇事務

所にもお伝えしてきたというように思っております。今、私たちが１番力を注いで

いかないといけないものについては、今度のＩＵＣＮの調査を確実なものにする。

そして、来年の世界自然遺産を確実なものにするというのが第１番の目的だという

ふうに捉えてきております。今はそこに向けて注視をしたいというように私は考え
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ております。そういう中で、世界自然遺産センターについては、そこにおのずと、

世界自然遺産が登録をされたのを機に、しっかりと適地というものが浮かび上がっ

てくるんだろうというふうに私は考えておりますので、そういう方向の中で、国と

は向き合って、これまでどおりいきたいというふうに考えております。 

 大澤議員のおっしゃっている、今、いわゆる世界、予算については、少し先行し

ておりますが、住用、名瀬の住用ですか、そして、また、西表島もありますので、

さて、徳之島について、今どうしましょうかということについては、また、みんな

で考えていかないといけないというふうに私は考えておるところであります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 町長のそういう動きがあるというのは、すごくスピード感を持って対応しとるち

ゅうことでありますが、我々に伝わってこなかったんですよね。だから、やっぱり、

こういう陳情をしとるよと、我々議会の皆さんにも教えてもらったり、徳之島が先

行しているような感じを受けて、向こうはいろいろ新聞に載ったりしますので、そ

こあたり今大分進んでいる感じがしますが、そこを町長、陳情文をつくったり、そ

ういったことはされて持っていっとるわけですか。今。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 その中で、今、私の中、私たち天城町としては、特に天城町につくってくれって

いう直接的な表現はしておりません。そういう中で、私たちの取り組みというもの

について環境省のほう、そして、また、那覇自然保護管理事務所等にはお伝えした

ところであります。陳情文については、今やっておりません。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 やっぱり形にあらわしていかないと、よそのところがぐんっと、こう、ほかの本

島あたりは非常に押してきていますので、そこあたり、もっと我々議会とも話をし

て、そういうことを、今、こういう、やってんだよという話をしたら、また我々は

宣伝をしたり、いろいろなところに話しかけるとか、町民の世界遺産に対する心構

えとか、環境をよくしていくとかできると思うんです。清掃、外来種をとるとか。

そういったことも、町民にアピールをしていかなければならないんじゃないかと思

うんですが、いま一度、決意というんですか、そこあたり役場を上げて、こういう

のをやるんだという決意を、いつごろまで、次の議会あたりかもわかりませんけど、

こういうふうな形にあらわれた格好でできないもんでしょうか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 はい、そのような形で、私は進めていきたいと思っております。ただ、基本的に、
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今、そのような我が町だ、我が町だという、私は今そういう状況ではないのではな

いかと。やっぱり、徳之島、そして全体を上げて、ＩＵＣＮの調査をしっかり受け

とめて、世界自然遺産に向けて、その登録を確実なものにしていくというところを

やっていきたいなと思っているところであります。そういう中で、しっかりと天城

町の気持ちというものは伝えておきたいと思います。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ぜひ、そういうのを形にして、また、町民も、環境問題について、もっと外来種

を駆除したりとか、清掃したり、こういったことをアピールしていかなければ、こ

ういう調査団が来ても、町の中にも混乱があったりすると、非常にああと思ったり

すると思いますし、そこあたりを町民運動として取り上げていけたらと思っており

ます。そういうことを要請して、この質問は一応終わります。 

 次に、天城・平土野共同墓地の管理を今後どのようにしていくかということで、

前回６月にも出しておりますが、また今回も出しております。なかなか課長のほう

で答えたら、人ごとのように考えて、非常に町民の、集落民たちも非常にちょっと

憤慨しておりますが、課長、ここは１町歩余り町の土地でありまして、そこあたり

もこの間も説明してありますが、そこあたりこの間から質問しておるその経過を踏

まえて、どういうふうに進めようと考えておるんですか。 

○町民生活課長（森田 博二君）   

 お答えいたします。 

 議員のほうからそういったお話がございました。それで、私のほうでもいろいろ

と調べさせていただきました。平成７年の当時、平成７年の平土野、天城集落から

の要望により、１００基増設しております。 

 その当時の配分選考委員会の中の資料の中に、天城・平土野共同墓地設置及び配

分要領というのがございました。その中で、墓地の管理ということでありまして、

共同墓地の管理は天城、平土野集落の責任において行うというふうに謳われており

ます。そういったこともありまして、少しまた考えているところでございます。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 管理というのは、清掃したり、そこの管内を汚さない、ごみを持ち込まない、そ

ういったことを言っておるんであってね、ここは町有地ですよ。しかも、新聞に載

っているじゃないですか。 

 ８月４日のこの新聞のこともあなたに渡してあるんですけど、奄美市あたりはち

ゃんと無縁仏になっても、ちゃんとそこのあとを探して、環境整備課というところ

の墓地対策室に４名おりまして、２人バイトを雇ってこの墓地のおっかけをして、

荒れた墓地をどうするかということを、永代権を返してもらうとか、そういうこと
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を永代使用権ですかね、これを返してもらうとかいうことをやっておりますが、そ

れは全て平土野、天城にやれということですか。 

○町民生活課長（森田 博二君）   

 お答えいたします。 

 全て平土野、天城集落にやれということではなくて、ほかの集落でもやっていま

すとおり、町のほうで材料代を出したりとかもしておりますので、そういったこと

は可能ではないかと思っております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 この間の議会からも言っておりますが、ここは町有地になっていますよ、何回も

言っていますがね。町の人たちがいろいろ段階を追って都市計画で向こうに持って

行ったわけですから、そしてこれ言い方が、表現がちょっと悪いですけど、墓はだ

んだんと造成というんですかね、こうして今５３２基になっていますよ。それも十

分にあなたに説明してありますがね。 

 都市計画で移動して、町の都合で移動して町有地にじゃあ何でもつくれるんです

か、我々が。そこは町がやらないと、どうしようもないですがね、その管理を。 

 例えば、その戸籍のこれを見せてくださいといって、これ３年がかり私かかって

おるんですけど、ちょっと時間がないな。 

 永代権についても、あなた方は勘違いしてます。この新聞読んでいますでしょう、

奄美市のやつ。内容、やり方はわかっておりますから、そこあたりもう一回お願い

します。 

○町民生活課長（森田 博二君）   

 お答えいたします。 

 永代使用権につきましても、先ほど申し上げましたその要領の中に謳われており

ます。権利ということでありますが、この権利は名目は永代使用権となっておりま

すが、この権利ということで第三者に譲渡せざるを得ない場合は、相互の協議によ

り行うものとするというふうに謳われております。 

 また、この場合は、町長に使用権移譲の届け出をしなければならないというふう

に記載されておりまして、今現在この届け出がなされていないという状況で、その

後の権利者がわからないところがあるという状況であります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 それはね、その当時つくった人たちがこういうことわからんからですよ、永代使

用権という意味が。使用したら町に返すのが当たり前ですよ。これもう要らなくな

ったら町に返す。都市計画でつくって、ただ移動しただけであのまま放っておくん

ですか、草ぼうぼうで。 
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 この間清掃しましたけど、お盆前に。なかなか出ていないですよ。この町も何度

も言っているように、町の敷地でありますよ、これ普通財産。そういうのわかって

おってあなたは言っておるんですかね。そんな何度も何度もそういったことを言わ

せないでくださいよ。 

 それがあったらあったで、こういうふうに見せてくれればいいのに、今ごろそん

なの出しとるし、この件もう一度町が管理していくのか。この永代使用権なんか環

境問題ぐらいは自分たちで住民天城、平土野でできますけど、この間出ても何名し

か出ていませんよ、高齢者ばっかり出て。空き墓地が増えて、回答お願いします。 

○町民生活課長（森田 博二君）   

 お答えいたします。 

 永代使用権につきましては、こちら町民生活課のほうでも今年の５月にその墓地

のほうの調査をしまして、管理と思われる箇所が３０から４０カ所ぐらいありまし

た。最近また確認に行きました。そのときには、その３０から４０ぐらいあったの

が、２１件ぐらいまで減っておりました。 

 やはり常時除草をしているとか、そういうできない場所もあったかと思います。

ですので、少しそこあたりについては慎重に調査をして、管理の場所については何

か処理をしたいと思っております。 

 また、その土地の管理につきましては、また町民生活課の管轄ではございません

ので、総務課のほうにお願いしたいと思います。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 土地の管轄、これは条例に今日持って来てあったんですけど、今ちょっと興奮し

まして探せないんですけど、墓地に関することは町民生活が条例にうたってありま

すがね、墓地の件。あなたがせんでどこがするの、みんな総務課がするんですか、

財産ちゅうたら。もう一度お願いします。 

○町民生活課長（森田 博二君）   

 墓地ではなくて、あと用地ですね、土地につきましては今財産のほうは普通財産

と行政財産がございます。その共同墓地の敷地につきましては、普通財産というこ

とでありますので、総務課管轄になるということでございます。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ですから、普通財産であってもあなたのところに墓地の件が書いてあるですね、

条例的に。それはみんな普通財産が総務課だからって、総務課に行くんですか。ほ

かのところはほかのところでちゃんと責任を持ってやっているじゃないですか、各

課。そしたら、総務課は仕事できないですよ。みんな普通財産は向こうだ、行政財

産もみんなそこに持って行ったら、総務課はもう何もできなくなりますよ、これ。
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回答お願いします。 

○総務課長（米村 巌君）   

 お答えいたします。 

 土地の所有というか、普通財産になっているということで、今町民生活課長が総

務課ということで、私も６月議会で大澤議員のほうから天城・平土野共同墓地です

ね、私も親の墓を引き継ぎながら管理の中で入っています。年２回ほど平土野・天

城集落清掃作業管理面で、区長の呼びかけによってボランティアでやっております

が、やはり今大澤議員さんがおっしゃる中で、土地自体は昭和５１年にさかのぼり

ます。 

 これは大澤議員さんもおわかりだと思いますが、平土野土地区画整理事業の墓地

移転ということで、町のほうが造成をいたしまして、ここの所有者、もとのある今

の港公園付近ですね、そこに昔私達がちっちゃい頃に墓がありました。 

 そこから移転ということで、その都市計画事業の平土野区画整理事業で移転をし

た中で、その当時の役場の状況、私気になり、広報あまぎあたりにないかなと思っ

て、ずっと今までの広報あまぎを調べさせていただきました。 

 昭和５１年７月１８日発行の広報あまぎの中に、墓地移転１０月先祖祭に一斉に

ということで、そのときに一斉に移転をしております。そのときに、その本家、分

家という形で分けるときには、その中で補償を出しますよということで、その当時

の事業で補償を出して移転をしていると。 

 その中で、今町民生活課長がお話ししたのは、その後以降に平成７年に、町民か

らの要望があって増設をしております、１００基程度。 

 １００基程度の中でこういう取り決めがなかったということで、私もその話をし

ながら普通財産という土地のことで、町民生活課長とお話をさせていただきながら

調べましたら、その当時のいわば区長、議会、町民、皆さんが集まった組織の中が

規約かな、先ほど選考委員会、墓地のですね、そういう増設に係る分で平成７年度、

ちゃんとした墓地の増設とか、事業内容、それから配分の資格、墓地の配分、区画

割、使用権申請、使用権の金額、前金とか使用権の配分、それで墓地の管理という

ことで、管理責任者という中で、ここに天城・平土野集落の責任において行うと。 

 それで、その中で特記事項については、ブロック塀とか、その辺についてはここ

で区画整理の統一ということで、みだらに区画の周辺を改良したらいけませんよと

いうのまで謳っているのが、この間私も町民生活課長が調べる中で出てきたという

ことで、大澤さんにはまだその辺が伝わっていないと思います。 

 それで、やはりこういう中で私たちも先輩方が築き上げたやつを、やっぱり精査

しながら調べていくというのが、今回６月議会にできなかった分を、今回こういう
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形で調べて、また今後町長答弁ありましたように、天城集落と平土野集落の中でも、

この中では取り決めを何かつくるようになっているみたいです。 

 それができている、云々というのは、私もはっきりわかりませんけど、そのよう

にしながら、先ほどの町長の答弁の中で、天城集落と平土野集落と、その区長を中

心にまた協議をしながら、管理面に対しては今後町としてはどうするのか、集落と

してどうするのか、その墓守をしている皆さんはどうするのかというのを、ちゃん

としていけたらいいのかなと考えておる中での先ほどの町長の答弁です。 

 ちょっと町民生活課長と大澤議員さんの意見のほうを聞いてて、ちょっと私まと

めになるかわかりませんが、そういう形で進めさせていただきたいと思っておりま

す。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ちょっと時間もないですけどね、私はあなた方に情報を提供しておるんですよ、

課長。そこは情報の提供をせんどって、でもね、これは町の財産です。分譲もして

おります、平成７年度。だから、町の財産ですがね。この舗装ぐらいは町がしてあ

げるべきですよ。 

 平成７年度は移転したときは、７万円払ったんですけど６万円としか書いてない。

これそのとき、もとあった墓はそのまま。分家する方は７万円払ったけど６万円。

１万円はどこかに行ったんでしょうね、ほかの整備費に。そういうことで買い取っ

てやっております。 

 それで、何回も分けて町が分譲して、町の財産に登記もなっておりますがね、こ

れ。集落のじゃないよ、これ。そこあたり考えていかねばならないことですよ。町

が町の敷地になっとって、それを集落が管理をすると。その道路ぐらいは舗装すべ

きですよ。 

 今非常に困っていますよ、水溜まりがあって、そこに行けない。４ｍの道路もあ

る。１本しかない。そこあたりすりかえないでくださいよ。新しい平成７年ちゅう

方は、全然わからないわけです、過去のことは。区長さん方調べもしないで。 

 もう一度町のものですから、町が管理すべきだという私は認識です。奄美市もそ

ういうことを言っています。あなた方は奄美市に電話して聞いたことはありません

か。 

○町民生活課長（森田 博二君）   

 お答えいたします。 

 奄美市のほうには確認したことはございません。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 だから、あなたにこういうのを調べておきなさいという話をしておりますがね、
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町の財産に我々が行って勝手につくれっていったら、勝手に墓を幾つもつくります

よ。それでいいんですか、集落。力の大きい人がつくりますよ。 

 その例が、もう時間ないですけど、平土野公園にまだ何基か残っておって、大き

くとってあって、そこを最後に３００万円余りぐらいで売って儲けている人もおり

ますよ。そういうことを知らないでしょ、あんたなんか。ちゃんと粘って、移転し

ないでおって、そういうことをちゃんと歴史的に学んでからやらないと、平成７年

じゃつい最近じゃがね、これ。 

 この名瀬のこういう要項などもとって見てごらんなさい、管理の仕方も勉強しな

さいということを言ってありますよ。もう一度回答をお願いします。町の土地です

から、町で舗装をしてください。町長いかがですか。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 一つには町有地があって、そこの中で事業をされてきたということが１点あろう

かと思っています。 

 もう一つは、今現在やはり大澤議員がおっしゃっているように、墓地の関係する

方々が非常に高齢化したり、また関係する方がもう内地に行かれてしまって、なか

なか墓地の管理がしっかりできなくて、あそこの共同墓地がなかなかしっかりとし

た管理ができていないという、そういう状況でありますので、やはりその今議員か

らおっしゃっているように、永代使用権の問題ですとか、道路舗装、そういう中で

やっぱり集落にお願いすることは集落にお願いする、町がやることはやることとい

うことで、しっかり改めてその話をしてみたいということで、私が１回目答弁しま

したように、まずは集落の区長さん、両区長さん等を交えて話をし、そしていろん

な町がやること、そしてまた集落の皆さん方がやることをしっかりとまた改めて確

認していけたらなということで、私は１回目の答弁をさせていただいたところであ

ります。 

 もう一点は、８月１１日だったでしょうかね、私あそこのほうで今道路の整備事

業をしておりますので、そこの進捗状況をちょっと確認したいということで、日曜

日だったんですが、そこを通って役場のほうに行こうと思ったら、たくさんの方々

が集まっているもんですから、びっくりしました。 

 そうしたら、知っている方がたくさんおりましたので、どうしたんですかと言っ

たら、「いや、今日は集落全体でその掃除をしているんだ」っていうお話を伺いま

した。ああ、皆さんすごいなと思いながら、私はまた御挨拶をして役場に行ったん

ですけども、そういう中で今の共同墓地の管理については、改めてみんなで確認を

しながら、そして適正な管理、そういったものについて努めていければというふう
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に私は今感じているところであります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 これちゃんと勉強してくださいということで、これは新聞の切り抜きもあげてい

ます、私は。それで、今町長がおっしゃったんですけど、あくまで町の財産という

ことを頭に入れてください。 

 それと、ぜひここ道が悪くて、通路が悪くて、舗装しないとそこに行けないのも

ありますが、この間も課長はいかにも個人的な道路みたいなことを表現して、町民

は憤慨しておりましたよ。町がつくったものでお金も払っておる。最後なんか

１６万円しましたよ、平成７年のときには１６万円１区画当たり。通路もないと、

舗装がされていないというお話でしたので、ちょっと時間がありませんので、もう

一度次にやりますので、回答を出してください。あくまでも町のはずだから通路ぐ

らいはして、永代権まで調べて、草がぼうぼうにならないように、町民に供するの

があなた方の仕事ですよね。町民課の仕事って書いてありますよ。そういうことも

見ていないの、条例を。もう一回お願いします。 

○町民生活課長（森田 博二君）   

 お答えいたします。 

 その件につきましては、総務課でもですが、話をしながら両集落の区長さんとも

協議をしながら、進めてまいりたいと思います。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 区長とだけじゃなくて、そこあたり地域の人たちとも話をしないと、区長だけで

丸め込まれたら困りますので、ちゃんと区民と対話してください。こういうことを

要望して、永代使用権とかそういうのはちゃんと町のほうで調べてください。 

 ちゃんと、町民生活課は自分の仕事を放棄しているよ。とにかく今町長が言った

ことを何とかきれいにするように要望して、この質問は終わります。 

 次にいきます。次、建設行政についてですが、県道８３号線のことでありますが、

県との協議、課長、ちょっとどういったことを具体的に話をしてください。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 議員おっしゃっている県道８３号線、真瀬名橋から天中前までぐらいがまだ未改

良となっております。これまでも地域要望など県に申達してまいりました。そうい

う経緯はございますが、一応県道改良と真瀬名橋架けかえは、同時改良として要望

しているところであります。 

 その中で、議員のおっしゃる協議といいますか、要望を含め我々の協力体制も含

め、協議と言わせていただきたいと思いますが、詳しいということで申しますと、
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時系列に申しますが、本年２月、県徳之島事務所建設課長及び道路係長が来庁して

おります。 

 町長室において来年度、２月ですから、３１年度ということになりますが、一応

予算化に向けて動けないかということで、自分たちも頑張りますので、町のほうの

協力もよろしくお願いしますということで、伺っております。 

 本年の３月に県の総務課用地係が２名来庁しました。その事業等を立ち上げるの

に際しまして、一応今の同意状況、地権者の同意状況というものを知りたいという

ことで、３月末ぐらいだったと思いますが、我々も１週間ほどで地権者の８割から

９割ぐらいの同意がもらえました。それを県のほうに申達してございます。 

 それから、本年の７月、徳之島建設業協会事業連絡戦略会議というものがござい

ます。この中には、県議のほうも参加されますので、その中でも要望してございま

す。 

 それから、本年８月、徳之島地域土木事業連絡会、先ほど町長が答弁しましたけ

ども、１週間ほど前でございます。この中でも町長のほうから直接大島支長、土木

部長のほうへ要望してございます。 

 今までの協議といいますか、動きといいますかは、以上であります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 詳しい説明ありがとうございました。私は、この県道８３号線、真瀬名橋を含め

た改築ということで、２８年１２月、２９年にも話をしております。 

 今回、この点に含めてちょっと徳之島町の建設課長でしたかね、ちょっと話に行

ってきたんですよ。そうすると、あと天中からそこをひっくるめた話をしないとだ

めだということでしたが、一緒に橋の建築やらボトルネックやら、そういう天中か

らそこの道路拡張の件も含めてやろうという話ですが、そういうことに、具体的な

ことに触れられませんでしたか。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 先ほども申し上げましたけども、真瀬名橋の架け替えとともに、道路拡張を含み

ながら改良していただきたいという要望をしていると。それと、議員のおっしゃっ

ているのは、ボトルネックのことではないのかなと思いますが、そのボトルネック

も単体での事業は無理だということで、もしこの事業ができるのであれば、その事

業の中に組み込みたいというような話をしております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 それをひっくるめたボトルネックも含めたことでやっていきたいと。 

  まずそこで問題になるのは、土地の問題ですけど、その兼久から真瀬名橋のところ
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まで地籍調査云々という話がありましたが、そこはもう済んでおりますかね、みん

な。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 地籍調査のほうは済んでおります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ここも、強烈な陳情活動をしないと、なかなかやってくれないということでした

ので、以前からも来ておりましたという話をしておりました。それで、国道につい

ても私は話をしておりましたが、それも３町の議員でも出したり、いろいろやって

おりますが、何とかここを通さないと通学関係にも問題があるので、何とかできな

いかという相談ですが、何かいい知恵ないですか。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 よい知恵と申し上げますと、我々としては県の動向を踏まえて、協力できるもの

はもう早目に協力していきたいというふうに考えております。そこら辺は、県の職

員とともに常日ごろ話しているところでありますので、何らかの協力を求められれ

ば、すぐさま協力していきたいというふうに考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 課長はそこの土地の件について、何か協力を求められて、地図の上に印鑑を押し

たとか、協力をしとるという話も聞いたんですが、それで、伊仙町あたりはよく来

て、いろんな土地交渉のことについて、町が非常に協力的だという話をしておりま

したが、そこあたりそういうのがそろえばうまくいくと思うんです。 

 大変畑まで行って課長は印鑑もらったという話をしておりましたが、昇課長自身

ですね。そういう体制ですよね、積極的な姿勢、そういうことが大事じゃないかと

思っていますので、ぜひそこは地籍調査が済んで、地主が土地はオーケーだと、売

ってもいいよという話とか、例えば私がボトルネック等は、町が買ったらどうねと

いう話もしていますので、そういうところ、そのボトルネックの件も話したいけど、

ちょっと時間ないからやめますが、そこあたり計画的にぜひ進めてもらいたいと思

います。積極的にもらいたいと思いますが、いま一度お願いします。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 何度も答弁するようですが、県の動向を踏まえ、協力するのはもう精いっぱいや

っていきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   
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 次にいきます。県の動向云々というよりも、ここから仕掛けていかないとだめで

すので、そこのところをつけ加えておきます。早目にできることを要請しておきま

す。 

 次、天城尻田線の改良についてですが、これについて集落座談会でさっき町長が

話されましたが、集まってもらって話をして、あ、すごいな、やっぱりやり方が違

うなと思ってやっております。非常にこれ私期待しております。あそこの入り口で

とまっておって、町長みずからがちょっと集まってくれよという話をやっておりま

した。 

 そこで、課長のほうもこの辺のところについて、やっていくものかと思うんです

が、そこあたり、どういう、もっと住民対話関係を集めて、どういう計画でやるの

か、そこあたりと、その事業をこれくらいスパンがかかるとかいう話があれば、ち

ょっとお聞かせください。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 天城尻田線に関しましては、３月第１回定例会のほうにおいて、柏井議員さんか

らも御質問を受けました。その中で問題といいますか、筆界未定地がありますよと

いうことでありましたけども、町長の答弁にありましたように、７月のむーるし語

ろう会の中で意見交換会等をもってはどうかと、町長からいい意見をもらいました

ので、早速もたせていただいております。 

 その中で、天城集落の皆さんは、やっぱりこの道路は改良してほしいというのが

実情、まあはっきりとわかっております。先ほども申し上げたように、難しい問題

もありますが、そこら辺、意見交換会等を続けながら準備をして、続けながら解決

に向けていけるのであれば、将来的に事業実施も可能であるというふうに考えてお

ります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 最後に、町長、ぜひこの線、住民も望んでおります。ですから、ぜひこれを前に

進めるようにお願いを、要請をしておきます。 

 それと、住宅建設について、西阿木名地区に土地が確保されていると思いますが、

これの件についてどうする予定なのか。その木造住宅か何なのか、そのタイムスケ

ジュールをちょっとお願いします。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 お答えします。 

 タイムスケジュールまでは、まだ立てておるところではございません。建設用地

を町が購入されたということで、住宅建設のほう西阿木名集落の住民の方々も要望

書の提出もあり、重々要望は受け取っております。来年度の事業計画になるのかは
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わかりませんけども、そこら辺は上のほうと相談しながら進めていきたいと考えて

おります。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 町長、この西阿木名の住宅問題について、ちょっと英断を下してください。早目

にできるように、英断を下してください。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 建設課長がお答えしましたように、住宅用地については、地域の方々の協力を得

まして、登記まで終わったところであります。また、それにつきましては、強い要

望もございますので、私としては春にはつくっていきたいというふうに考えており

ます。 

 また、周りのその水環境とか、そういった観点もありますので、別の事業等も導

入しながらということを考えておりますので、総合的につくっていきたいと思って

います。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 ぜひ立派な住宅ができるのを期待しております。 

 それと、もう一点だけ、そこの須川石油の上、大和川ですかね、今空き家になっ

ているとこ、そこはどうするつもりですか。計画に上がっていますけど。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 毎回皆さんの質問に答えながら、ローリング修正をしながらということでありま

すので、住宅用地等の確保を今全て空き家になっておりますので、整理をしながら

建設に向けて準備をしていきたいというふうに考えております。 

○６番（大澹 皓一郎議員）   

 準備をしながらじゃなくて、来年やるとか、再来年やるとか、そういう計画は持

っていないんですか。これが最後ですので、最後の質問、いつごろ大体計画してい

ると、そういう話をちょっと聞きたいです。答弁をお願いします。 

○建設課長（昇 浩二君）   

 議員のおっしゃるのも重々わかります。平土野原にも去年の事業でありますが、

今年６戸完成します。また続けて８戸完成します。那須にも木造を２戸、４戸でき

てきております。そこ辺を踏まえながら、地域性を見ながら進めさせていただきた

いというふうにも考えております。 

 また準備ができれば、その土地の利用は考えていきたいというふうに考えており

ます。 

○議長（武田 正光議員）   



－51－   

 以上で、大澤皓一郎君の一般質問を終わります。 

 次に、４番、奥好生君の一般質問を許します。 

○４番（奥 好生議員）   

 議場の皆様、またＡＹＴテレビをごらんの町民の皆様、こんにちは。本日３番目

に登壇させていただきます奥です。まだまだ暑い日々が続いております。農家の皆

様におかれましては、熱中症にはくれぐれもお気をつけください。そして、みんな

でともに町の発展のために頑張りましょう。 

 それでは、議長のお許しをいただきましたので、通告に従いまして一般質問をさ

せていただきます。 

 １項目、瀬滝農地環境保全会の運営について。 

 １点目、平成３０年度の会計処理は適正に執行されているか。使途不明金はない

か。 

 ２点目、監事による現金出納簿・領収書の監査は適正に行われているか。 

 ２項目、「住んでよかった。暮らし満足度ナンバーワンのまち」を目指す６つの

約束と行財政改革の取り組み状況について。 

 １点目、多機能港湾新設の実現について。 

 ２点目、農業・水産業の持続的発展により、経済の活性化・所得向上について。 

 ３点目、子供から高齢者まで、みんなが健康の町について。 

 ４点目、将来の天城町を託せる人材の教育について。 

 ５点目、世界に誇れる文化・自然の継承について。 

 ６点目、地方創生の推進と均衡のとれた町土の形成について。 

 ７点目、行財政改革の推進について。 

 以上、当局の明確な答弁をお願いいたします。 

○議長（武田 正光議員）   

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。 

○町長（森田 弘光君）   

 それでは、奥好生議員の質問にお答えいたします。 

 大きな項目その１、瀬滝農地環境保全会の運営について。その１、平成３０年度

の会計処理は適正に執行されているか。使途不明金はないかということでございま

す。お答えいたします。 

 平成３０年度の瀬滝農地環境保全会の会計処理につきましては、令和元年度瀬滝

農地環境保全会総会において承認を得ていると伺っております。そういう観点から、

適正に執行されているものと考えております。 

 その２、監事による現金出納簿・領収書の監査は適正に行われているかというこ
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とでございます。お答えいたします。 

 同じような答弁になりますが、監事による現金出納簿・領収書の監査につきまし

ても、令和元年度瀬滝農地環境保全会総会において承認を得ていると伺っておりま

す。ということで、適正に行われているものと考えております。 

 大きな２、「住んでよかった。暮らし満足度ナンバーワンのまち」を目指す６つ

の約束と行財政改革の取り組み状況について。 

 その１、多機能港湾新設の実現についてということでございます。お答えいたし

ます。 

 現在、平土野港多機能港湾新設基本構想の策定に向けて取り組みを進めていると

ころであります。あわせて、期成同盟会を組織するとともに、基本構想が作成され

た時点で、国、県、そしてまた地元選出の国会議員の先生方等へ強い要請活動を進

めてまいり、その実現を目指したいと考えております。 

 ２点目、農業、水産業の持続的発展により、経済の活性化、所得向上についてと

いうことでございます。お答えいたします。 

 ちょっと答弁が長くなりますけど、力が入っておりますので、御了承ください。 

 農業につきましては、今期のサトウキビは台風被害もなく、順調な生育を見せて

おります。肉用牛につきましては、競り価格額が高値を維持するとともに、昨年度

は３８０頭の自家保留導入事業の活用で、繁殖雌牛頭数が３千４８０頭まで増頭し

てまいりました。そして、先月開催されました徳州肉用牛共進会において、浅間の

武田勝幸さんの「まんまる号」が本町初となるグランドチャンピオンに輝きました。 

 また、バレイショも来月から植え付けが始まりますが、土づくりや適期の肥培管

理、疫病防除などで良質なバレイショを生産し、販売価格の回復を期待したいと思

います。 

 また、近年エンドウが県下有数の産地として栽培面積も拡大してまいりました。

次代を担う新規農業者の確保、担い手の育成にも力を入れ、持続する農業の確立に

取り組んでまいりたいと考えております。 

 水産業につきましては、昨年度から地域おこし協力隊の活動と連携し、陸上養殖、

近海でとれた魚種を一時的に陸上の水槽で養い、出荷する蓄養、その他、これらの

水産振興につなげていくため、鹿児島大学との地域包括連携協定の準備も進めてい

るところであります。 

 また、国の広域漁場整備事業によります大型漁礁、そして離島漁業再生支援交付

金事業の活用や現在実施しております町単独事業の水産業活性化推進事業により、

漁具や漁業資材の導入、そして加工設備の設置や燃料助成を行い、漁業者の所得向

上に努めていきたいと考えております。 
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 また、島民の皆様に大変不便をおかけしておりました徳之島から奄美大島への航

空路線の午前中就航が１０月の２７日から復活することとなりました。また、あわ

せて長年強く要望しておりました大都市圏への直行便につきましても、年末の

１２月３１日と年明け１月３日に大阪伊丹空港から徳之島への直行の臨時便が就航

いたします。この初便就航を成功につなげ、将来的に定期運航を目指していきたい

と考えているところであります。 

 ３点目、子供から高齢者まで、みんなが健康の町についてということでございま

す。お答えいたします。 

 乳幼児から高齢者まで、全ての世代の健康づくりのため、幼児と保護者を対象と

した各種教室の開催、ゆいゆいサロンを初めとする各種サロンをこれまでも実施し

てきたところでございますが、このたび、社会教育課の主催によります幼児の運動

プログラムや高齢者の砂浜ウォーキング教室も開催し、健康な高齢者をつくってい

きたいというふうに考えております。また、疾病の早期発見、治療につきましては、

乳幼児健診、特定健診等の各種健診の実施、また保健指導健康相談会の開催も行っ

てまいりたいと考えております。また、今年度より新たに地域子育て支援拠点事業

を実施し、在宅保育をしている皆さんに活用していただいているところであります。

今後も、義務教育医療費助成の拡充等、内容の充実を図りながら、町民の皆さんの

健康づくりに取り組んでまいりたいと考えております。 

 ４点目、将来の天城町を託せる人材の教育についてということでございます。お

答えいたします。 

 将来を託せる人材教育の一つとして、天城町の人、文化、歴史等を学ぶ郷土学習、

天城学を新たにプログラム化いたしました。さらに地域に信頼される教育、ＩＣＴ

いわゆる情報通信技術教育など、快適な学習環境の整備にも力を入れてまいります。

子供の未来を開く教育は、究極の人づくりという考えのもと、郷土に対する誇りを

育み、次世代を担う人材の育成に努めてまいりたいと考えております。 

 ５点目、世界に誇れる文化、自然の継承についてということでございます。お答

えいたします。 

 来年夏には世界自然遺産に登録されるものと期待しており、町といたしましても、

世界に誇るべき文化、自然を次世代へ継承してまいります。また、希少動植物の保

護などにも引き続き取り組んでまいりたいと考えております。伝統文化である闘牛

や島唄の継承や魅力発信を兼ね備えた全天候型多目的施設の整備に向け、今、天城

町全天候型多目的施設基本計画策定委員会を設置いたしたところでございます。そ

の中で、基本構想の策定を進めておりますが、その早期の実現に向けて力を注いで

いきたいと考えております。 
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 ６点目、地方創生の推進と均衡のとれた町土の形成についてということでござい

ます。お答えいたします。 

 長年議論がなされてきました南部地区へのデマンドバスの運行も開始されました。

また、先ほども議論がございましたが、西阿木名地区住宅用地の取得もなされまし

た。早い建設を目指していきたいと考えております。子育て世代や若い世代が安心

して定住できるよう、５年、１０年先を見据えた第６次天城町総合振興計画、いわ

ゆる天城ビジョン、そして第２次天城町まち・ひと・仕事創生総合戦略を現在策定

中であります。それに基づきながら均衡のとれた、バランスのとれたまちづくりを

進めていきたいと考えております。 

 ７点目、行財政計画の推進についてということでございます。お答えいたします。 

 行財政改革は、継続して取り組まなければならない課題でございます。第２次天

城町行政改革大綱に基づき、行政サービスの向上と効率的な事務事業の推進等に努

めているところでございます。あわせて、行政需要の多様化する中で、それにしっ

かりと対応するためにも、組織機構の再編に取り組んでいく、その準備を現在して

いるところでございます。 

 以上、奥好生議員の御質問にお答えいたしました。 

○議長（武田 正光議員）   

 ただいま第１回目の町長からの答弁が終わりました。 

 切りのいいところで、しばらく休憩いたします。２時３０分から再開いたします。 

休憩 午後 ２時１８分 

─────────── 

再開 午後 ２時３０分 

○議長（武田 正光議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 奥好生君の質問を続けてください。 

○４番（奥 好生議員）   

それでは、町長の答弁に引き続きまして、具体的に１点ずつ御質問させていただ

きます。 

 まず、瀬滝農地環境保全会の運営について、１点目、平成３０年度の会計処理は

適正に執行されているか、使途不明金はないかということなんですけども、この保

全会の件につきましては、地元瀬滝集落の前議員が平成２８年９月定例議会から平

成３０年３月定例議会までに計５回の一般質問を行っております。その中で、この

ような発言があります。監査の立場として、真誠に監査した。瀬滝のほうはいろい

ろありまして、正常にやっと戻したとありました。確かに役員も何名か変わりまし
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て、正常に戻った感じもありましたが、平成３０年度に入ってから、運営がうまく

行っていないようなことを耳にしました。また、集落のほうからも何とかしてくれ

という要望もありましたので、今回質問に取り上げました。 

 それでは、今、ここに瀬滝農地環境保全会の通帳と現金出納帳、作業賃金領収書、

総会資料を持っております、写しを。先週の月曜日に農地整備課のほうにもそれを

持っていってあります。私がその中で疑問に思う箇所について指摘をしますので、

執行部の見解を伺います。 

 １点目、今年１月２５日に４２万６千４３２円通帳から引き出されています。同

額が現金出納帳に記載されています。その中から、役員報酬として１６万円支出と

なっていますが、領収書には会長、副会長、書記、会計の分、１４万円の領収印し

か押印はされていません。現金出納帳にも通帳にも返金がされていません。また、

監査を実施したのは、２名の監事のうち１名の監事が今年の６月１８日にやってお

ります。もう１名の監事は、３月に亡くなられています。この２万円について課長

は調べたと思いますが、調査結果と見解をお尋ねします。 

○農地整備課長（大久 明浩君）  お答えいたします。 

 この使途不明金については、調査しまして、なかったものと思っております。し

かし、議員のおっしゃるように、使途不明金と思われても仕方のないような処理を

しておりましたので、会計担当のほう農地整備課に来ていただきました。会計担当

のほうから説明を受けまして、代表のほうに監事分として２万円預けてありますと

いうことでしたので、その２万円について再度調査をしてくださいと、代表のほう

がどういうふうな処理をしたのか、確認をしてくださいということで調査をさせま

したところ、４月の２日の日に１名の監事のほうに渡しておりますし、またもう

１名の方、３月１５日に亡くなっているんですが、この方の１２月中間検査等も実

施しておりますので、そこを考慮した結果が、妻に渡す方向でということで４月

２日に奥さんのほうに渡しておりました。その代表と会計のほうに何でそういう処

理になったのか確認をしたところ、代表のほうは代表で渡し、そのときに、領収印

をもらっていないと、そこら辺が会計のほうの処理がまずかったのかなと思ってお

ります。そこで、こういうときには会計と代表、一緒に行って金を渡し、領収印を

もらうのが本当の処理でありますので、そこら辺を指導したところです。 

○４番（奥 好生議員）   

 そもそも、こういった処理の仕方が一番疑われるわけでして、総会が、お金は

１月２５日に引き出していますよね。監査をしたのが６月の３０日なんですよ。そ

してその６月３０日に総会資料として処理されていなかったわけです。結局、この

お金ははっきり言って使途不明金として疑われても仕方がないと思います。 
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 次、２点目行きます。昨年平成３０年の６月１７日に１０名の役員等が計画策定

会議を開催して、１時間参加の方には千円、２時間参加の方には２千円日当が支給

されて、全員の受領印が押印されていますが、この中には、出席もしていない、お

金ももらっていない方がいるようです。１年後の総会終了後にお金を配っていると

いううわさも耳にします。この件について調査されたか、課長にお尋ねします。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 この件につきましては、これも会計担当のほうを呼んで確認をしておりました。

デジカメのほうに会議の写真を撮ってありましたので、その写真を確認し、この

方々が全部出席していたのは、間違いなかったと思っております。 

○４番（奥 好生議員）   

 この件については、再度また集落のほうで確認をします。 

 ３点目に行きます。会計処理に大変間違いが多いです。単純間違いもありますが、

疑わしきものもあります。作業員が全員半日の作業をしたにもかかわらず、パワー

ショベルだけは１日中作業したということでしょうか。１日分のリース料金が支払

われています。この受取人は、会計役員本人であります。また２日間の作業に３日

間の日当を支払ってある作業使役書兼領収書もあります。この件についても調査さ

れたか、課長にお尋ねします。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 お答えいたします。 

 この件につきましては、パワーショベルのほうは丸１日動いております。オペ

レーターについては、午前中、午後からは役員３名の方がボランティア活動で処理

をしておりましたので、それも写真のほうをちょっと確認させていただきました。

この日数についてですが、金額的なのも２２万５千円の支払いは２０万６千円とな

っておりますが、これにつきましても、３０日の日にはこの役員３名ボランティア

で活動しておりますので、２０万６千円が正しいものとなります。 

○４番（奥 好生議員）   

 先ほどのパワーショベルが１日中働いたということなんですけれども、このとき

の作業使役書を見ますと、２４、２５、２６、２８日半日、３０日、この５日間な

んです。日当もらっているのも。２８日は半日です。全員半日です。そこでオペ

レーターだけが１日働いたということはどういうことですか。みんなパワーショベ

ルを運転していた方だけは２８日昼からボランティアで働いたということですか。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 お答えします。 

 役員の方３名が昼から後整理で動いております。パワーショベルだけは丸１日動
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かしているんで、オペレーターの日当半日分はボランティアで３人ともやっている

ようです。パワーショベルだけを１日使ったんで、その分はリース代として払って

いると。３０日もこの役員３名、ボランティアでやっておりますので、合計の金額

が２０万６千円と少なくなっている状況になっております。これにつきましては、

明確にこの内容見たらわからないものですから、ボランティア活動はボランティア

活動ということを明確に書いてくださいという指導を行ったところです。 

○４番（奥 好生議員）   

 わかりました。もう１回調べてみます。 

 それから、この計算違いなんですけど、２０名の方が作業に参加しまして、２名

の方が働いた日数は２日間、単価８千円、支払い額、２日の８千円で２万４千円と

書いてあるんです、２人とも。どこでこういう間違いをしたのか、これも疑わざる

を得ないんです。２０名働いてこの２人だけですよ。こういった間違いしているの

は。そこ、確認しましたですか。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 お答えいたします。 

 この件につきましては、５番の方、資料お持ちですので、５番の方と９番の方で

すが、２万４千円支払いをしておりました。７月８日の日にそれが間違いだという

ことに気づいておりまして、１万６千円の返納をしております。ここにつきまして

は、２日の１万６千円と９番についても２日の１万６千円が正しいものとなります。 

○４番（奥 好生議員）   

 この返納はいつごろですか。出納帳に入っていますか。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 お答えします。 

 これは、通帳を確認しましたら、７月８日の日に１万６千円返しております。 

○４番（奥 好生議員）   

 わかりました。次、行きます。 

 ２点目、監事は現金出納簿、領収書の監査を適正に行っているかという件なんで

すが、このような間違いだらけの会計事務をしているにもかかわらず、監事は監査

報告で適切に処理されていると報告しています。監事は本当に真剣に通帳や金銭出

納簿、領収書等、関係書類を監査していると思いますか。農地整備課長。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 お答えいたします。 

 この件については、瀬滝農地環境保全会規約の中に２３条のほうに謳っておりま

すが、この２３条の中が書き方がちょっとまずかったのかなと思っております。監
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事は会計出納簿、あと事業報告書及び財産管理台帳、この３つを持っていって、監

査を受けてくださいという内容になっております。ここのところが、ちょっと、そ

の他資料等を加えるべきだったのかなと思っておりますので、ここら辺については

保全会のほうもちょっと協議をしながら、内容をちょっと変えていく必要があるの

かなと思っております。これについては、うちの担当課、担当のほうがこの資料を

もらうわけですが、その時点で領収書等もつけて、本当は来ているんですけど、そ

こら辺でチェックのほうも甘かったのかなと思って反省しております。ここら辺に

ついても、集落の会計担当にはちゃんと伝えておりますし、今後このようなことが

ないような事務処理を行ってくださいというのは伝えております。 

○４番（奥 好生議員）   

 あれほど議会の本会議の一般質問で、５回も質問されているわけですよ。真誠に

自分は監査していると、議事録も残っています。監査というのは基本的に、一番肝

心なのは、通帳、出納現金簿、領収書、これがないと監査できないんです、はっき

り言って。幾らその監査報告書の文書にそういったのが書いていないと言われても、

それも指摘するのが監査ですよ、はっきり言って。机の上にそういった関係資料全

て出されてから、出してくださいと言ってから監査を受けるのが監事の仕事ですよ。

基本的なことですよ、これは。役場においてもそうです。いろんな団体に補助金出

していると思いますけど、監査の基本はここですよ。それと、地方自治法にはこう

書いてあります。会計管理者と親子、夫婦または兄弟姉妹の関係にある者は関係職

員となることができないとなっています。この監事と会計役員の関係を調べてみま

すと、これは議員さんが、町会議員当時、掲示責任者ですよ、この会計役員は。そ

ういう中で、しっかりとした監査は私はできるはずないと思います。実際、監査さ

れていないわけですから、間違いだらけの監査しかしていないわけですから、です

から、この件につきまして、再度、農地整備課長、総務課長、町長に見解をお尋ね

します。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 この件につきましては、瀬滝農地環境保全会議の役員の方々には、これからうち

の担当の者とまた一緒になりながら、そこら辺も含めて指導のほうを徹底していき

たいと考えております。 

○総務課長（米村 巌君）   

 お答えいたします。 

 今、奥好生議員がおっしゃったように、やっぱり監査という中での職務、任務に

ついては、おっしゃったとおりだと思います。あとは農地整備課の窓口の中での事

務処理、補助金交付の中でのチェックもちゃんとしていただけるように総務のほう
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もやはり指導していきたいと思っております。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 瀬滝農地環境保全会につきましては、その広域化ということに加わらないで、単

独で今進んでいるわけであります。そういう観点からもこれから、やっぱり公金を

扱う、そういった組織でございますので、また農地整備課が窓口とはなりますけど

も、町としては、しっかりそういう会計処理、対象事業については推進していくよ

う、またＲ１年度もまたさらに指導していければというふうに考えております。 

○４番（奥 好生議員）   

 先ほどの監事の報酬の件なんですけども、中間監査を行ったから亡くなった方に

も支払ったと言われていますけども、その証拠書類も出させてください。お願いし

ます。 

 次に２項目め、住んでよかった暮らし満足度ナンバーワンの町を目指す６つの約

束と行財政改革の取り組み状況について伺っていきます。 

 町長は、町民に約束したことについて、１期４年間を１年ごとに計画を立て実行

し、４年後には町民の信託を受けることになります。町長が町民に約束したことが

着実に成果を上げていくためには、町長の補助機関である職員が町長のまちづくり

に対する姿勢、地域をくまなく回り、現場第一主義で地域の声に真摯に耳を傾け、

スピード感を持って仕事に取り組む、このことを十分理解し、実践することがとて

も大切だと思います。このことを踏まえまして、これからの質問は、課長、局長を

中心に質問をしていきたいと思います。 

 まず１点目、多機能港湾新設の実現に向けての取り組み状況についてであります

が、６月定例議会で補正予算として期成同盟会報償費１７万５千円、基本構想作成

業務委託費として３００万円組まれています。今回また補正で４万７千円が上がっ

ておりますが、両方の事業の進捗状況をお伺いします。担当課長のほうでお願いし

ます。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。 

 先ほど港湾新設の基本構想につきましては、プロポーザルで業者を選定をいたし

たところであります。期成同盟会につきましては、基本構想がある程度固まった時

点で第１回目の期成同盟会を開催したいと考えております。またさらには、住民説

明会も予定しておりますので、ある程度の構想がまとまった段階で住民を交えた形

で説明会を開催し、住民からの意見も聴取したいと考えております。 

○４番（奥 好生議員）   
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 この４万７千円の使い道についてはまた後で教えてください。この両方の事業の

進捗状況、過去の会議と、あるいは今までやったこと、そこらあたりお聞きします。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。 

 まず、最初に申し上げましたがプロポーザル方式で業者を選定をいたしまして、

ある程度の大きな構想を出していただきました。その中で、平土野港を含めまして、

徳之島空港から平土野港、そしてさらに平土野商店街を含めた形の総合的な構想と

いうことで、全てを網羅した形の基本構想になろうかと思っております。 

○４番（奥 好生議員）   

 期成同盟会と基本構想作成業務の委託、これは同時進行なのか、その中で協議、

話し合い等しながら進めるのか伺います。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。 

 期成同盟会の中でもいろんな構想については、どういったものがいいのかという

ことで、会議を持ちまして、その会議の中で出た意見をその基本構想の中に反映さ

せていきたいと考えております。ですから、同時並行的な形で進めていければと考

えております。 

○４番（奥 好生議員）   

 具体的なことは後で聞きます。 

 先ほど、平土野の活性化等という言葉が出ました。にぎわいのある平土野地区を

目指すということに関連しますが、平土野地区がにぎわいを取り戻すためには、平

土野商店街以外から車で来る町民の利便性を考えて、港公園隣の駐車場の防犯灯舗

装、６月議会で提案しました。もう３カ月になります。町長はその６月答弁の中で、

設置は可能だと答弁しています。その後、担当課はどのような対応しましたのか、

また、現場の夜間状況調査等含めて、担当課の取り組みを伺います。 

○総務課長（米村 巌君）   

 お答えします。 

 今、奥好生議員がおっしゃったように、６月議会のほうで提案をいただきました。

その中で、総務の財産管理の中では、やはりどういう形で設置をするか、その６月

議会の答弁の中では、平土野集落に貸しつけをしているという話も私した記憶があ

ります。また、平土野集落は要望があればとか、話もありますが、やはり、町の中

での１つの動きとして、やはり設置場所とか、その辺、それから電気料云々の支払

いということで、今、財産管理のほうでは、その辺を踏まえながら、設置の方向で

は考えています。 
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○４番（奥 好生議員）   

 ６月議会から３カ月となりますので、町長の姿勢は、現場第一主義、地域からの

声を真摯に聞く、スピード感を持つ、私は先ほど申し上げましたように、町長のこ

ういったことを課長、局長の皆さん、職員がどのように理解して、この事業を進め

ているかということをお尋ねしたいわけですよ。その中で、今後検討するとかじゃ

なくて、いつぐらいに設置をしますとか、ある程度明確な答弁をお願いします。そ

れと、やっぱり現場第一主義です。夜間にあそこの駐車場、何回か見ないといけな

いと思いますが、そこら辺も含めてお願いします。 

○総務課長（米村 巌君）   

 お答えいたします。 

 ３回ほど夜間には行っております。若干、港公園の中での街灯もやはり間から入

ってきて、やはり入り口のほうの分がやはり暗いという中で、側溝があります。側

溝の中でのグレーチングというか、蓋は早急に対応させていただきました。暗くて

も支障のないように、ということで、先ほどの街灯につきましては、やはり検討で

はなく、設置の方向で進めていますという答弁をさせていただきましたので、この

辺は、また設置の時期を年度内とか、年内とか、その辺はまたこちらのほうの予算

の関係もありますので、その辺をやはり考慮いただきたいと思っております。 

○４番（奥 好生議員）   

 長年私も議会に質問を受けたり、いろいろ経験をしているんですけども、やはり

ここら辺である程度議会の質問と行政側への答弁の仕方というか、そこら辺をある

程度改善といいますか、そういう時代じゃないと思うんです。予算のこと言われま

したけど、余り言いたくないんですけど、今年、すごい金額を繰り越し、貯金して

いますよね。予算のことも絶対言わないでくださいよ。予算は自分たちがとってく

るものですよ。予算がないっちゅうことは自分たちに予算をとってくる能力がない

と言っていることと同じですから、そこら辺はしっかり確認、自分でちゃんと答弁

について責任を持って答弁してください。年内なのか、年度内なのか、お願いしま

す。 

○総務課長（米村 巌君）   

 お答えします。 

 やはり、若干設置についてはそんなに高額な予算はかからないと思います。先ほ

ど予算と言ったのは、今年度の予算の中で使える分については、設置の方向で考え

ていくという形で予算という言葉を私は出したつもりで、説明不足で申しわけあり

ませんでした。できたら、年度内で設置ができたらと考えております。 

○４番（奥 好生議員）   
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 １２月補正もあります。できれば年内の方向でお願いします。 

○総務課長（米村 巌君）   

 お答えします。 

 やはり、また年内、済いません、先ほど年度内って私答弁したですか、年内で処

理をさせていただきたいと思います。 

○４番（奥 好生議員）   

 総務課長、ぜひ、お願いします。 

 次、２点目、農業、水産業の持続的発展により、経済の活性化、所得向上を目指

す農業の５つのキーポイント、水、区画整理、地力、品種改良、販路の中の水につ

いて、町長の施策を推進する補助職員の農地整備課長にお尋ねします。 

 ６月議会において第２天城南部水利用組合の運営について、いましばらく時間を

いただきたいという町長からの答弁をいただいております。その後、どのような計

画を立てて、今どのような状況にあるのか、お尋ねします。農業の所得向上という

意味では、農政課とのつながりもあると思いますが、今後、連携をとりながら、計

画を立てて検討会などを行う考えはありますか。農地整備課長、お願いします。 

○農地整備課長（大久 明浩君）   

 お答えいたします。 

 第２天南の水利用組合の件だと思います。ここについては、今現在水がとまって

いる状況です。これにつきましては、役員のほうを今２回ほど呼びまして、組合長

を決める方向で話し合いをしたんですが、まだ組合長が決まらない状況です。もう

１名私のほうで接触もしまして、今現在組合長として何とかやってもらえないかと

いうことでお願いをしているところですが、これにつきましては、近いうちにまた

役員会を開いてやっていきたいと考えております。ここの水の関係ですが、今県の

ほうに事業のほうをお願いできないかということでお伝えしております。今年度中

には、何とか事業のほうをやっていただけるような形で、私たちも動いております

ので、この第２天南の水系の受益者の皆さんには御迷惑をおかけしますが、いまし

ばらくお待ちいただければと思います。 

○農政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 畑かんにつきましては、農地整備と一緒になって、いろんな場面で取り組んでお

ります。今、営農推進本部の中にも土地利用部会と、土地利用畑かん部会というも

のもございます。また、近年では、徳之島地域畑地かんがい営農ビジョンというも

のを策定しまして、いろんな場で一緒になって取り組んでおります。徳高生がそう

いった畑かんの営農の研修会を開催したり、また畑かんの推進器具、そういったも
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のの研修会を行ったりしているところです。また、１０月には県の畑かん推進大会

というのも、天城町で開催する予定になっておりまして、そこについてはまた営農

推進本部全体で取り組んでまいりたいと考えております。このように、今、天城町

では、散水面積が約２０％ほどですが、これからも我々も畑かんの推進には、側面

から農政サイド、また農業委員会も含めて、連携した形で取り組んでまいりたいと

考えております。 

○４番（奥 好生議員）   

 農政課長のほうから、ビジョンの話とか出ましたけども、私、常々考えるんです

けど、いろんな計画書とかビジョンとかつくっても、つくったから仕事が終わった

みたいな感じを見受けられる場面もあるんです。したがって、私たちが聞きたいこ

とは、そのビジョンの中のどれを実践して、町民からどういった意見をもらえて、

再度もう１回見直しをかけて、こういったことを実践していきますという、そこを

聞きますので、１２月議会以降は、そういったところをしっかりと記録をして、メ

モを取ってください、お願いします。 

○農政課長（福 健吉郎君）   

 お答えいたします。 

 確かに、我々農政課サイドでは、町の農業ビジョンというのもありますし、先ほ

ど言いました徳之島全体の畑地かんがい営農ビジョン、こういったものもございま

す。この徳之島全体の営農ビジョンにつきましては、プロジェクトチーム、こうい

ったものを組んで、毎月１回会合を持ったりして、そのときどきの推進状況、そう

いったものを確認しながら展開しております。 

 議員がおっしゃるように、絵に描いた餅にならないよう、取り組んでいただきた

いと考えております。 

○４番（奥 好生議員）   

 農地整備課と農政課については、しっかりとそこら辺を踏まえまして、頑張って

ください。 

 続きまして、３点目、子供から高齢者までみんなが健康なまちを目指す、社会教

育課長にお訪ねします。 

 グラウンドゴルフなど、全ての町民が取り組める生涯スポーツを推進するという

ふうにどっかに書いてあるんですけども、そのための話し合いはやっているのか。

またその話し合いをした結果が記録として残されているのかお尋ねします。 

○社会教育課長（神田 昌宏君）   

 お答えします。 

 その件については、話し合いはしていますけど、記録的なものは今現在とってい
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ないところでございます。 

○４番（奥 好生議員）   

 町長が職員に指導しているのは、必ずメモをとりなさいということも言われてい

ます。必ず会議のときには議事録を残す、それをまた異動したときは引き継ぐ、そ

ういった基本的なこと、よろしくお願いします。 

 あと、保健福祉課長にお尋ねします。 

 地域の健康づくりを推進するコミュニティ組織の育成の進捗状況をお伺いします。 

○保健福祉課長（碇本 順一君）   

 お答えします。 

 今現在、地域での健康づくりというところでは、ゆいゆいサロンというのを展開

しております。その中で、自主サロンというものが動き始めております。あともう

１個がボランティアグループの中に運動等、レクリエーション目指している団体が

５ないし７存在しております。そこを確認して、何とかできないかなという動きが

１点。 

 もう１点が、今、役場のほうで主催しているゆいゆいサロンの３カ所の皆さんに

まだ頑張れる、まだしっかりしている皆さんがいらっしゃいます。この方たちに何

とか中心になってもらって、何かの動きをできないかなと、これはまだ構想段階な

んですけども、将来持続した健康づくり運動につなげるための種というんですか、

に持っていければなと考えておるところです。 

○４番（奥 好生議員）   

 それでは、大きな目標に向かって推進にするに当たり、やっぱりデータを取って

どういったところを見直していいか、こういったのを進めるべきとか、町民の意見

を聞いて、しっかりと推進をお願いします。 

 続きまして４点目、将来の天城町を託せる人材の教育を目指す。 

 今年の３月定例議会において、私は職員の人材育成について質問しました。町長

は天城町人材育成方針を社会的ニーズ等に応じた見直しを行ってまいりますという

答弁をしました。そこで、総務課長にお尋ねします。 

 ３月以降、総務課では、現在の本町の人材育成方針の見直しについて検討された

のか、お尋ねします。 

○総務課長（米村 巌君）   

 お答えします。 

 平成１７年に策定しています人材育成基本方針、今中身を修正しながら取り組ん

でいるとこでございます。 

○４番（奥 好生議員）   
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 これは３月議会で質問したわけですので、５カ月ぐらい経ったんじゃないかと思

いますけど、こういったものを見直すときは、何回も読まないと、読み込みをして、

そこら辺の文言を意味を調べながら、そして役場の現状の職員の、現状どれぐらい

の能力があるのか、そこら辺をしっかり見きわめて、しっかりとした計画を立てて

ください。よろしくお願いします。 

 なぜかといいますと、なかなか職員に、私はまだこういった本会議場でここが間

違っているということを指摘をしない方針なんです。大体３月議会の前後、あるい

は６月議会の前後あたりに指導しているんですけれども、ここが間違っていると思

いますので調べて修正してくださいと言っているんだけど、間違っているのか間違

っていないのかというところが理解されていないというか、調べてもいない、調べ

たとしてもそれは自分の能力の範囲内で調べてあるというのが結構あるんですね。

だから、まず皆さんが仕事で携わっている公文書の文書の意味、理解がなかなかさ

れていないのかなというところがあるんですね。そういった研修は職場研修じゃな

いとできないんですよ。鹿児島の自治研修センター行ったって、それはいろんな市

役所の職員とかいて同じレベルで仕事しますから、なかなか勉強にならない面もあ

ります。将来役に立つかもわかりませんけれども、今現在の職場には余り参考には

ならない点もあると思いますので、そこら辺も踏まえまして、また他の市町村のこ

ういった人材育成、方針ですか、こういったのを参考にして職員の能力が向上でき

るような実践的な方針策というか、そういうのをつくっていただきたいと思います。 

 続きまして、世界に誇れる文化・自然の継承を目指すということなんですけれど

も、ビジターセンターの誘致の取り組み状況なんですが、先ほど町長の取り組みに

ついては大澤議員の質問の中で理解できました。ただ町長の、何というんですかね、

思いの中に、あるいは指示されているかどうかわかりませんけど、候補地の選定と

かそこら辺の検討されていますでしょうか。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。 

 先ほど町長からも環境省、沖縄環境事務所等々、行政活動ではないんですけれど

も、天城町が今現在、世界遺産に取り組んでいる状況等の説明をしてまいっており

ます。そして、議会の場でお示ししていいのかわかりませんけれども、２、３カ所

の候補地は予定しているところは今現在ございますが、まだそれに関しましては町

有地ではございませんので、この程度でとどめさせていただきたいと思います。 

○４番（奥 好生議員）   

 よくわかりました。 

 続いて、ドーム闘牛についてなんですけれども、基本構想計画の進捗状況と４月
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から何回ぐらい会議が開催されたか、また、会議での主な意見があったかどうか、

そこら辺ちょっとお尋ねします。 

○商工水産観光課長（祈 清次郎君）   

 お答えします。 

 ドーム闘牛場が主たる内容かと思いますが、先ほどからあります伝統文化、兼ね

備えた全天候型多目的施設、この議論につきましてはこれまでも本会議の中で長年

にわたって議論されてきておりまして、そのような施設は本町に必要だということ

は十分認識しておりますし、進めていきたいと考えております。 

 それで、今年の２月８日に徳之島闘牛連合会長と天城町闘牛会長お２人がおそろ

いになりまして、闘牛関係者の代表として森田町長宛てにそのような施設の要望書

の提出はございました。 

 今年大型連休の際には２２回の全国闘牛サミットが開催されたのは議員の皆様方

も御承知のことだと思いますが、この成功を受けてやはりこの施設の建設が必要だ

と感じております。その後、先ほどの基本計画の策定委員会を立ち上げをいたしま

して、これまでの会合については第１回の会合を開催しております。行政、そして

議会、闘牛関係者、また、文化財保護審議委員会等の構成員で構成されております

が、第１回目の会合の中ではまずは既存の施設が２カ所あります。その既存の施設

の改修または新設した場合、これについてはまた候補地も数点いろいろと提案があ

りました。 

 現在、コンサルタントのほうで類似施設、沖縄県ですとか、他の闘牛施設のほう

の規模、そして、メリット、デメリットが１回目の会合で示されました。その後、

闘牛場のみならず附帯施設の要望と、例えば、待機牛舎ですとか、駐車場やトイレ

や資料展示室など、網羅した段階で必要な敷地がどれぐらい必要か、また新設、現

在の既存施設の活用についてなど、第２回目を１０月中当たりに町長のスケジュー

ルを勘案しながら開催したいと考えております。 

 １２月にはある程度の方向性を見出していきたいということで、今、概算要求額、

そして、もうやみくもに用地や観客席も増やすわけにはいきませんので、どのあた

りが適当な徳之島においての施設になるかを考えながら、第２回目当たりに、ある

程度、詰めていけたらと考えています。 

○４番（奥 好生議員）   

 ぜひ頑張って進めてください。 

 続きまして、６点目、地方創生の推進と均衡のとれた町土の形成を目指す、その

中で町長の施政方針の中に、企業誘致につきましては地方創生の観点から産業の活

性化と雇用創出を目指し県外企業の情報収集を進めるとともに、現行の天城町工場
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等立地条例を見直し、企業に対する支援制度の拡充を図り、積極的な誘致活動を進

めるとありますが、担当課のほうではどれぐらいの数の県外企業の情報を収集しま

したか、お尋ねをいたします。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。 

 この条例が平成２年ごろにできておりまして、他の市町村と優遇措置を比較しま

すと、かなり低いといいますか、優遇措置がかなり現代に合っていないような状況

でありましたので、今年度中にはこの条例の見直しを実施したいと考えております。 

 企業立地に向けて町長がトップセールスを行ったということをお聞きしているか

と思いますけれども、２カ所でしたかね、２カ所ほどセールス、トップセールスを

した経緯がございます。 

○４番（奥 好生議員）   

 現在、工場等立地条例が過去につくられていますから、今の現況とはマッチして

いないという理解のもとで、多分、３月の施政方針に組み込まれると思うんですけ

れども、それから今までどういった、どれぐらいのことをやられているかというこ

とをお尋ねしたいわけなんですが。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。 

 この条例につきましては県の冊子がありまして、その辺のところは全て読み下し

ております。そして、大島郡内のものも取り寄せまして見ております。 

 そういった中で、課の中でどれぐらいの規模の優遇措置が必要なのかということ

でいろんなところから御意見を伺いながら、ある程度の条例は今たたき台はできて

いるような状況でありますが、またこれにつきましては行政だけでできるものでは

ないかと思いますので、後ほど案ができました時点で議会にもお示しができればと

考えております。 

○４番（奥 好生議員）   

 天城町のホームページ等にこれに関するような項目があると思うんですけれども、

その中に今現在の条例は載せていないんですけれども、そこら辺載せて、その下に

コメントで今こういう状況ですというのを載せるわけにはいかないもんでしょうか。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。 

 今年からホームページが新たに更新されましたけれども、私でちょっとあれなん

ですけれども、そういったその辺のところはまだ見ていませんでしたので、古い条

例を載せて今後見直しを行いますということで掲載したいと思っております。 
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○４番（奥 好生議員）   

 続きまして、最後の行財政改革の推進について２点ほどお尋ねします。 

 １点目、施政方針の中で町税を初め使用料、手数料等の自主財源の確保に向けて

は一層の強化を図ってまいりますとなっております。 

 私は今年の１月に町から補助金を出している団体から役員手当、賃金が支払われ

ている方の税金の滞納調査を、資料請求、これを税務課、水道課、ＡＹＴにお願い

をしました。その結果、滞納者が重複者もいると思いますけれども、計７９名いま

した。その後、税務課、水道課、ＡＹＴはこの補助金を出している担当課と連携を

とって徴収をしたのか伺います。 

○税務課長（岸 恭聖君）   

 お答えします。 

 今年の１月に奥議員から滞納者のリスト、人数だけ教えてくれということで、そ

れは連絡してあります。それにつきまして各担当課におきまして、そういう課で出

している所得があれば税務課のほうに連絡してほしいという要望はしております。

徴収につきましては、その都度、督促状を、今、各発送しております。特別にその

方だけに督促状を発送しているということはございません。もう全体として取り扱

っております。 

○４番（奥 好生議員）   

 滞納者に督促状を出すというのは、これ通常、どこの市町村でもやっていること

ですよね。強化を図っていきますというふうに施政方針に載っているわけですよ。

それを受けて補助職員である税務課、水道課、あるいはＡＹＴの担当の方が、私は

参考になると思ってこの調査をやったわけですよ。そこは気づくべきだと思うんで

すけどね。再度、税務課、水道課、ＡＹＴの課長にお尋ねします。 

○税務課長（岸 恭聖君）   

 御質問にお答えします。 

 そのような取り扱いをしたいと思います。 

○水道課長（柚木 洋佐君）   

 お答えします。 

 税務課同様に情報収集して行っていきたいと思っています。 

○企画課長（前田 好之君）   

 お答えいたします。 

 ＡＹＴの滞納分につきましては、今現在、停波措置を実施しているところであり

ますが、また引き続き個々の家を回りまして徴収努力に努めていきたいと考えます。 

○４番（奥 好生議員）   
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 ぜひ施政方針に町長が謳っていることについてはそれを実施するのは補助職員の

課長、局長、またその部下である職員なんですね。町長が幾らそういったことを考

えても実践できなければ何もなりませんので、そこら辺は何回も施政方針とかいろ

んなものを読み込んで、その文字を見て実際やっているかどうかちゅうのは自分た

ちで評価、あるいはそういうことをやってください。お願いします。 

 それに対して２点目なんですけれども、施政方針の中に少子高齢化、情報化社会

などの社会情勢の変化や地方分権の振興等に的確に対応し、新たな行政課題と町民

の多様なニーズに即応できる行政サービスを展開するため、組織機構の再編を行っ

てまいりますとありますが、組織機能の改変も大事だとは思います。しかし、私が

常日ごろ思っていることは、総務課財政係に話していることなんですけれども、予

算編成をしっかり時間をかけて早い時期から進めることだと思います。もう安易に

予算がないとかじゃなくて、時間をかけて町民から要望を受けたものとかいろんな

ものを２回も３回も見直しして当初予算に載せるとかそういった時間をつくらない

限り、予算編成の仕方が過去何十年と同じことの繰り返しをしています。予算にど

れだけ町民の要望、集落からの要望が反映されているか、そういったことをチェッ

クすることができて初めて今まで以上に町民の多様なニーズに相応できると思いま

す。 

 国において、皆さん、新聞、テレビでもう御存じだと思いますけれども、もう既

に７月３１日に令和２年度予算の概算要求に当たっての基本的な方針が出されて、

８月３０日には各省庁の概算要求が出そろい、国の予算は過去最大の１０５兆円に

なる見通しだとマスコミで報じられております。確実に来年度の地方交付税は増え

ると思います。本町におきましても、今までやってきた予算編成の事務作業を変え

て早い段階に今月末からでも予算編成作業に入っていただきたいと思います。総務

課長と町長にそこら辺の考えをお尋ねします。 

○総務課長（米村 巌君）   

 お答えします。 

 御提言ありがとうございます。やはり今、奥議員がおっしゃるように、早目早目

の動きというのは必要だと思います。新年度の予算につきましては、毎年９月議会

が終わったころに、来年度はどういう形の進め方をするかというのから入りまして、

時間をかけてやっているんですけど、なかなかやはり私たちのほうの各課の中での

取り扱い、それから全体の予算のつかみ、その辺もちょっと今から改善をしながら

やっていけたらと思っています。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 
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 奥議員から、今年上半期８カ月間のいろんな進捗状況等について詳しく御質問し

ていただいたことに対して御礼を申し上げたいと思います。また、基本的な考え方

としては現場の声を聞きたいということの中で、むーるし語ろう会を開催させてい

ただきました。最終８月１９日だったというふうに思っておりますが、やはりその

中でやはり私たち町、いわゆる行政職員と町民の皆さん方との間にやはり相当な感

覚のずれがあるなということを特に実感をしたところであります。そして、何を実

感したかというと、やはり対応が遅いということが大きな僕の中では残っておりま

して、昨日、いみじくも全体朝礼会をして、むーるし語ろう会の中での思いという

ことで１つみんなにお願いということでありましたのは、今、令和元年度の予算に

ついて国の補助事業とかについてはいろんな国からの決定通知とかいろんなやりと

りがあるんでしょうけども、町の単独の事業、これはハード事業、ソフト事業にか

かわらず、やはり今もう１回しっかり検証していただきたいと、その課として。そ

して、町の単独事業につきましては、町長の決済という形であればもう執行できる

わけですので、そこら辺をやはり早目に早く対応して、そして、住民サービス、そ

ういうものに貢献していただきたいということを昨日、全職員に伝えたところであ

ります。そして、いろんなこないだから研修会を、職員研修会というのをしてきて

いるんですが、総務課のほうに指示したのはやはり財務研修というものをもう一回

全体として、特に若い人だったらどこまでが若いとかという話になってくるんです

けど、そういった方々を中心にしてやはり予算、それから伝票、そういったものを

含めて職員に対して改めて研修をしていただきたいという総務課のほうに指示をし

てきたところです。やはりスキルアップというか、最低限の能力を持っていないと

なかなか町民とのしっかりとした対応もできないという思いもありますので、そう

いった姿勢、姿勢、そしてまた内容で進めていければというふうに思っております。

特にまた予算については中期的な、長期的なものを考えていく、そしてまた来年の

短期のことを考えていくということは大変大事なことであります。国のほうでは既

に各省庁の概算要求も出まして、奄振事業についても対前年度１０８％ということ

で新聞に報じられております。特に使い勝手のいい交付金については１７％の増で

あるということでありますので、そこら辺についてはしっかり対応していくという

ことを含めて早目早目の対応をしていく、そしてまた、いろんな補正予算とかいろ

んなのが出てくるわけでありますので、しっかり早目に準備をしておくということ

が大事かと思っておりますので、そういう姿勢で臨んでいきたいと思っております。 

○４番（奥 好生議員）   

 ありがとうございました。 

 それでは、最後に１点だけお願いを申し上げたいと思います。 
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 町民の要望、集落の要望が一番集中しているところは建設課ではないかと思いま

す。農地整備課もそうだと思いますけれども。そういったところを踏まえて、課の

再編という手は、ある程度そこへの考慮しながら、また、今まで要望を出されても

そのまま積み残しされているのが結構あると思います。ここら辺はもう町長の英断

で、来年は町単１億ぐらいを南部につぎ込んでいただいてしっかりとした対応をし

ていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（武田 正光議員）   

 以上で奥好生君の一般質問を終わります。 

 次に、２番、喜入伊佐男君の一般質問を許します。 

○２番（喜入 伊佐男議員）   

 町議の皆様、こんにちは。カレンダーも日数が今年残り４カ月となりました。生

活の安定と足元の環境改善に日々精進し、努力をしてまいりたいと思っております。

今議会での一般質問の許可が下りましたので３項目質問させていただきます。 

 １項目め、環境行政について、２項目め、遊休地の活用について、３項目め、環

境行政について。 

 １項目めの質問の要旨、観光地犬の門蓋の展望台から海側へのトレイルコースへ

の取り組みはどのようになっているのか。 

 ２項目め、遊休地の登記について、２点目、遊休地の活用について。 

 ３項目め、１点目、徳之島愛ランドクリーンセンター焼却機械等の整備または新

規導入等の計画はないのか、町長の答弁をお願いいたします。 

○議長（武田 正光議員）   

 ただいまの質問に対して観光行政及び環境行政については森田町長に答弁を求め

ます。 

○町長（森田 弘光君）   

 それでは、喜入伊佐男議員の御質問にお答えいたします。 

 第１点目、観光行政について、その１、観光地犬の門蓋の展望台から海側へのト

レイルコースへの取り組みはどのようになっているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 世界自然遺産奄美トレイルの天城町エリアにつきましては、昨年度コースが選定

され、本年度は看板設置等が行われる計画となっております。トレイルコースは観

光地をルート化した長距離自然歩道であります。犬の門蓋は全体がそのコースとし

て設定されておりまして、徳之島観光の見どころの一つとなるということを考えて

おります。 

 ２点目の遊休地の活用については農業委員会のほうでお答えさせていただきます。 
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 ３点目、環境行政について、その１、徳之島愛ランドクリーンセンター焼却機械

等の整備または新規導入等の計画はないかということでございます。 

 お答えいたします。 

 この御質問については、現施設への対応という理解のもとでお答えさせていただ

きます。 

 まず、徳之島愛ランド広域連合の所管となるわけでありますが、焼却機械等の整

備につきましては、本年度、排ガス出口の集塵装置で集められたスス、いわゆる飛

灰関係の機械整備を予定しております。また、来年度は効率的な廃棄物の処理を行

うべき破砕機等の導入を計画しているということでございます。 

 また、今提案となっております新施設ということにつきましてであれば、２回目

の答弁でお答えさせていただきたいと思います。 

 以上、喜入議員の御質問にお答えいたしました。 

○議長（武田 正光議員）   

 次に、質問事項２点目の遊休農地の活用について答弁を求めますが、本日農業委

員会会長より欠席届が提出されて受理しておりますので、農業委員会事務局長より

答弁を求めます。 

○農業委員会事務局長（上松 重友君）   

 喜入議員さんの質問にお答えいたします。 

 ２項目め、遊休農地の活用について、その１点目、遊休地の登記についてでござ

います。 

 お答えいたします。 

 基本的に登記手続に関しましては、不動産登記法に基づき当事者の申請または官

庁もしくは官庁の嘱託がなければ登記手続は行えません。御質問の遊休地に関する

登記手続につきましては農業委員会がやっておりません。ただ農業経営基盤促進法

の特例に基づき、嘱託による登記手続は実施させていただいております。今後、遊

休農地に合わせて登録未登記農地の手続に関しましては、不動産登記法を鑑みて対

策を構築していかなければならないと考えているところでございます。 

 遊休農地の活用について、その２点目、遊休農地の活用についてでございます。 

 お答えいたします。 

 遊休農地の活用につきましては、一昨年度まで荒廃地等利用活用促進事業等の国

の補助事業がございましたけれども、本町の農業委員会での実績はございません。 

 遊休農地につきましては法に基づいた調査をした後、意向調査の結果、翌年度ま

で所有者からの回答がない場合については法に基づいた手続を踏まえ、農地中間管

理機構へのあっせんを推進していきたいと考えているところでございます。 
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 以上でございます。 

○２番（喜入 伊佐男議員）   

 １点目の環境行政について。奄美群島国立公園が発表になったのは、平成２８年

８月、環境省から発表になりました。平成２９年春ごろに指定となったのですが、

あれから２年経ちます。世界自然遺産登録目前に観光客が多くなると思われます。

奄美群島全体で十景の景勝地といわれているところです。春先から秋にかけては車

は多いときで６、７台ぐらい観光バスも含む、草の伸びたところにハブ等がいたり

しますので早目の刈り取りをしていただきたい、これが観光行政についての私の質

問項目になります。これは商工水産の課長に答弁お願いします。 

○商工水産観光課長（祈 清次郎君）   

 お答えします。 

 議員さんからありましたように、犬の門蓋は徳之島を代表する観光スポットであ

ると認識しております。特に、徳之島に訪れる観光客のほとんどの方があの景勝地

を訪れております。御指摘のように、観光地、景勝地の環境整備、景観整備につき

ましては定期的に委託または点検を行いながら、課のほうで行っておりますが、や

はり今シーズン中であります。今後、適宜気をつけながらイメージダウンとならな

いように努めてまいります。 

○２番（喜入 伊佐男議員）   

 私が環境行政について質問しましたのは、偶然にもね、私、犬の門蓋に立ち寄り

まして、そういった観光客、親子連れ、子供１人、夫婦２人ね、旦那さんのほうが

眼鏡岩のほうに下りていったんですよ。子供と母親はその入り口でとまっているも

ので声をお聞きしたんですよね。どうして旦那さんのほうに下りていかないのと言

ったら、奥さんが、いや、ここは草が生えすぎてハブがいるかもわからないので子

供を危険な目に遭わすので、これで車の中で待っていますと。私はそういう言葉を

直接聞いたものですから、これから自然遺産、また来年はまた国体もありますし、

一人の観光客の声がもうほかにかえたら、また今、パソコン、インターネット時代

ですのでそれが風評被害にならないかという思いもありまして、この環境行政の犬

の門蓋を特にもうきれいなところですのでしていただきたいと、私こういう思いも

ありましたもので、課長に答えをお聞きしました。 

 今課長の答弁ありましたとおり、４月、５月、６月ぐらいまでは草は余り伸びな

いんですよね。７、８、９、１０月までぐらいな、気温が３０度、３０以上温度が

高温になりますと、草は倍伸びます。だから私の思いとしては、７、８、９までは

やはり月に１回ぐらいはもう入り口、歩道の通れるの歩道のほうにだけでもやっぱ

り草を刈り取っていただけないものかとそういう思いで答弁させていただきました。
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課長の思いも十分わかりました。町長、一言お願いいたします。 

○町長（森田 弘光君）   

 今、喜入議員からお話のように、観光地、やはりどっかがまずければその方々が

本土に帰ってやはり口から口に広がっていくというのが一番また、いい意味でも広

がりやすいですし、悪い意味でもまた広がりやすいというふうに感じております。

特に私たちは日常的に気をつけているのが、トレイをしっかり対応しましょうとい

うことで今やっておりますけれども、今議員のお話のような意見を聞きながらやは

り私たちはまたきちんと気を引き締めて対応していきたいというふうに思っており

ます。 

○２番（喜入 伊佐男議員）   

 ありがとうございました。 

 ２項目めに質問させていただきます。 

 遊休地の活用について。遊休地の活用について国土交通省の示された文書では所

有者不明の土地の利用の円滑化等に関する特別措置法の一部が平成３０年１１月

１５日に施行、本年６月に成立した、それが現在６月１日から施行されていると書

いてあります。 

 私がこれを取り上げたのは、所有者不明の土地の相続ができるかできないか。ま

た、遊休地の活用の遊休地があればそれを行政が借りて、一般の町民の方々に貸付

けはできるものなのか、それを農業委員会の会長にお尋ねしたいと思いますけど。 

○農業委員会事務局長（上松 重友君）   

 お答えいたします。 

 遊休地と相続未登記の件に関しましては、先般、鹿児島のほうで会合がございま

した。その中において国土交通省のほうから、特にこの相続未登記に関しましては

もう国の喫緊の課題だということで、法務局と連携をとりながら解決策を練ってい

かなければならないということでございますけれども、この遊休地においては確か

に昔の山手の緩衝地帯ですかね、田んぼとかそこら辺もございます。ただそこら辺

は開墾がもう厳しいということで総会のほうで非農地証明ということで処分させて

いただきましたけれども、ただ問題は圃場事業で整備された地区内の中の遊休地が

ございます。そこら辺も法にのっとって毎年農地パトロール、島では農地申告とい

う形で調査をしているわけですけれども、なかなか少子高齢化もありますけれども、

その農地を所有者が御理解が得られないということで、今、解決策がなかなか打開

策がないということでちょっと問題点として取り上げているところはございます。 

 ただ先ほど喜入議員さんがおっしゃった所有者不明とかそこら辺に関しましては、

先ほど議員さんがおっしゃった農業経営基盤強化促進法の改正に基づいて所有者不
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明の農地も公示、まだ６カ月間、この土地を何らかの形で対応できなければ、法に

基づいて知事の裁定で農地中間管理機構にあっせんというか、推進して何らかの形

で対応するというような手続もとれます。また今後、こういった土地も増えてくる

可能性もございますので、これからも農業委員さんといろいろ協議して、もちろん

所有者、また所有者不明の土地も探索をして対応に当たっていきたいと考えており

ます。 

○２番（喜入 伊佐男議員）   

 どうもありがとうございます。 

 この法律は、今現在は国自体は大枠で、大枠の法律と認識しています、私は。今

から細分化、細かいところの法律は、結局、登記ができない、住所を、仮に、いと

ことか自分の兄弟には登記できない仕組みに今日本の法律はなっていますので、そ

こで、今細分化、細分化の法律ができ得れば行政が、国に行政が没収という形にな

る法律は最終的にはつくるんじゃないかという思いもいたしております。この法律

は今現在では知事の裁定により、最長で１０年間の異議がない場合は延長可能の使

用権を設定することで事業の実施が可能となります。だけど、この事業の実施とい

うのはポケット公園、はっきりいえば、平土野の宮内商店の前のね、三角ポケット

パークとか、直売所、これは、今現在はでき得る法律となっております。 

 ですから、これを今からどういう法律に変わっていくのか定かではありませんけ

れども、私が今日指し示して質問しましたのは、こういう不明土地、登記ができな

い土地をどうにかできないかという思いがありますもので、天城町全体、それは農

地の場合は遊休地が２万ｍ２、それだけの面積、今現在あるということもお聞きし

ました。農業委員会の会長の答弁もありがたく、本当に私自身もいろんなこれから

勉強させていただきたいと思います。遊休地の活用についてはもうこれで終わりま

す。 

 ３点目の環境行政についてお伺いします。 

 先の愛ランドクリーンセンターの施設整備基本構想検討委員会の会合で、町長の

説明では、町の意思は年内に決めるとの報道等が新聞等で書いてありましたが、こ

の場合、町長は今、思いをお聞きしたいと思います。１２月までを年内に会合でど

ういう、話し合いが仮にまとまらないで先送りの形をとる場合も出てくるのかなと

いう思いもいたしましたもので、町長の現認識をお伺いします。 

○町長（森田 弘光君）   

 お答えいたします。 

 今課題となっております新設の広域愛ランドクリーンセンターの件のことでござ

います。その中で町民の皆様方も御承知かと思っておりますが、現在稼働しており
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ますクリーンセンターにつきましては、長年経過しておりまして老朽化が大変進ん

でおる中で、次の新設の徳之島愛ランドクリーンセンターごみ処理施設について、

どのような形で進めるかということでありますが、今、徳之島愛ランド広域連合の

中では徳之島愛ランドクリーンセンター施設整備基本構想策定検討委員会という委

員会が設置されてその中で協議が進められておるところであります。これまで４回

検討委員会がなされておりますが、その中で今の現行の施設が稼働するときにこの

耐用年数は１５年ぐらいであろうということの中で次は持ち回りということで天城

町ですという、そういう申し合わせ事項があるということでありました。また、そ

ういう中で天城町としてはどのような考え方を持つかちゅうことをその基本構想策

定検討委員会から第２回検討委員会が終わった時点で、中間報告という形がありま

した。 

 それから、今、町としての対応を最終的に決定すべく各種組織、また、その集落

座談会を改めむーるし語ろう会等でも、この状況について報告をしてきたところで

ありますが、最終的に今、広域愛ランド基本構想検討委員会からは、本来ですと

７月中ぐらいには回答できないかということでありましたが、私としては、将来の

大きな問題の中で軽々に判断するわけにはいきませんということで、できれば年内

までということで報告をさせていただいているところであります。 

 そういう中で、区長会、それから女性連の役員の皆様方、それから、また議会の

皆様方と話を進めてきたわけでありますが、これから天城町として最終的な意思決

定をする中で、さらに、また議会の皆様にお願いしながら、その議会とも協議を重

ねながら私としては、町の態度としては決めていきたいと、そのように考えている

ところでございます。 

 そのために、また議会の皆様方にも大変いろんな形で御足労かけると思いますが、

また協力方について、よろしくお願いしたいと思います。 

○２番（喜入 伊佐男議員）   

 町民課長、森田課長にお伺いします。 

 今現在の愛ランドクリーンセンターの修理等に係る経費は大ざっぱでいいですけ

ど、何十億ぐらい見ていますか。 

○町民生活課長（森田 博二君）   

 お答えいたします。 

 徳之島愛ランドクリーンセンターにおきましては、令和元年度、修繕費としては

１千５０万円予算計上しております。 

 失礼しました。今、燃料費のほうを読み上げてしまいました。済みません。修繕

費のほうは９千３３０万円になります。 
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○２番（喜入 伊佐男議員）   

 ９千３３０万円でその修理をして、また先に何年ぐらい稼働できると、今の検討

委員会の座長、小原さんは思っていらっしゃるのか。 

○町民生活課長（森田 博二君）   

 お答えいたします。 

 今現在、検討委員会の中では先ほど町長からもありましたが、新施設の問題、あ

と延命するか、今の場所で、そこあたりの結論が出ておりません。大規模改修とな

りますと、国の補助金等を活用した場合は、１０年以上は稼働させないといけない

ということもあります。 

 また、新しい施設に建てるということになると、最低５年ぐらいですかね、５年

ぐらいは、広域連合単独で修繕費をかけて、新しい施設が完成するまで今の施設を

何とか運営稼働させるという形になりますので、修繕費が幾らぐらいというところ

は、今の段階ではちょっと申し上げられないところであります。 

○２番（喜入 伊佐男議員）   

 私、先月、対馬のほうにクリーンセンターを視察に行きまして、そこの対馬の市

は２４時間体制でごみを焼いています。徳之島よりは人口はちょっと多目ですけど

１万人ぐらいは、だけど２４時間体制で東京の三機工業という会社に委託をしてお

ります。 

 労働者は地元の人を採用をしているみたいな感じでしたけど、対馬の３万５千人

ぐらいのところで２４時間体制で、そこでダイオキシンは出ていますかとお聞きし

たら、２４時間体制ですので完全に焼却をしているものですから、それは出ていな

いと。島で今現在、はっきり言えば８時間労働ですよね。残業はあるかそれはちょ

っとまだ見てないからわからないんですけど、島で仮に天城町単独で広域から脱退

してやるとしたら、最低でもやっぱりごみを燃焼する時間は１２時間でしたらダイ

オキシン等も燃えて出ないんじゃないかなという思いもあります。町長のほうでは、

そういう１２時間体制という焼却炉のそういうお考えはないでしょうか。 

○町長（森田 弘光君）   

 議会のほうで、長崎県のほうの焼却施設を視察したということについてはお伺い

をしているところであります。 

 そういう中で、そのフル稼働、２４時間稼働をする、また、今のような形でやる、

そういったもののコストパフォーマンスといいますか、そういった経費等もしっか

りと計算していかないといけません。 

 やはり、今、私たち愛ランド広域連合としては、小原先生を座長とした検討員会

に、今実際、検討していただきたいということでお願いしているわけです。これが
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年度内でいろんなことを検討して、そして結果が出てくるというふうに考えており

ます。 

 これをまた、どのような形で報告があるのかというのは、ちょっと私たち予断す

ることはできないと思いますけど、その中で広域連合としては、その意見を尊重し

たいというのが、今、基本的な考え方だと私は思っています。 

 そういう中で、さあ、どのような方向性が出てくるか、そして、また焼却の方法

とか運転の仕方とか、いろんなことがこの検討委員会の中で検討されて、また報告

として出てくるかなというふうに思ってきますが、ただ、私たちとすれば、その検

討委員会の報告をただ一方的な受け身として伺うのではなくて、この検討委員会の

中にも私たちも出会しておりますので、天城町でこのような形で、長崎のほうで研

修してきたそこら辺のいいところ悪いところも、こういったところがあるというこ

とは、その検討委員会の中にやっぱり報告していかないと、せっかく研修してきた

あれがないと思いますので、私は、もしできたらそういう形で報告できたらいいな

というふうには思っております。 

 ただ、その１２時間がいいのか、２４時間がいいのかっていう話の中では、ちょ

っと私の中で、今、判断する資料は持ち合わせておりません。 

○２番（喜入 伊佐男議員）   

 はい、わかりました。町民課長も日本全国市町村のこういう焼却炉の一番いい与

論にも一昨年かな、完成して、今、稼働しているということでありますから、そう

いうとこを視察に行って、どの機械が一番いいのか、そこも森田課長に検討してい

ただき、それを町長に返事をしていただきたい。 

 森田課長でもう終わりますので、お願いします。 

 市町村の焼却炉の視察、機械等のそれをする思いはありますかという答弁です。 

○町民生活課長（森田 博二君）   

 お答えいたします。 

 ８月の上旬でしたか、委員会のほうから出席要求があり、所管事務調査のほうに

出席要求がありまして、私も一緒に対馬のほうを見てまいりました。いろいろ勉強

させてもらいました。また、ほかにも与論島、喜界島とかいうお話も議会議員の中

からも言われております。町民生活課のほうでそれを音頭をとっていいのかどうか

ちょっと判断できないところでありますが、ぜひ検討して参加できたらと考えてお

ります。 

○２番（喜入 伊佐男議員）   

 わかりました。 

 じゃ、なるべくいいコストの低い、低いと言っても機械というのは高額なもので
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すから、単に安物を買うには高当たりという言葉がありますとおり、なるべく、あ

る程度の値段の修理費、また機械等を選んでいただきたい。これで私の一般質問を

終わりますけれども、一言。 

 ３月議会の定例会、または６月議会の定例会で、私の一般質問の項目が行政のさ

っきまで答弁を聞いていますと、私の思っている項目が緩やかな形で進んでいるな

という認識をいたしまして、私、今、心が物すごく高揚して、本当、立踊りでもし

たいという思いもあります。これからも議論というのは高揚もしますけれども、そ

こを抑えて安倍総理みたいな感じで野党の批判をかわすと、そういう心意気でやっ

ていきたい、これからも切磋琢磨していきましょう。ありがとうございました。 

○議長（武田 正光議員）   

 以上で、喜入伊佐男君の一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 あすは、午前１０時から開会いたします。 

 本日は、これで散会します。お疲れさまでした。 

散会 午後 ４時０４分 

 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /00
    /GC-Special-Character
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


